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こ
ん
に
ち
は
市
長
の
塗
木
で
す
。

今
年
は
、
昭
和
20
年
８
月
に
玉
音
放
送

で
終
戦
の
詔
書
が
国
民
に
伝
え
ら
れ
、
ま

た
同
じ
年
の
９
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
戦
艦

ミ
ズ
ー
リ
の
上
で
降
伏
文
書
に
調
印
さ
れ
、

戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
80
年
と

い
う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

私
は
、
去
る
４
月
11
日
、
ア
メ
リ
カ
・

ハ
ワ
イ
州
に
あ
る
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館

で
「
神
風
特
攻
攻
撃
お
よ
び
水
葬
80
周
年

記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
参

列
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
に
は
、
昭
和
20
年

４
月
、
県
内
の
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
た
特

攻
機
が
突
入
し
、
甲
板
に
投
げ
出
さ
れ
た

搭
乗
員
の
遺
体
を
、
当
時
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

キ
ャ
ラ
ハ
ン
艦
長
が
「
敵
機
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
が
命
を
懸
け
て
任
務
を
果
た
し
た
」
と

し
て
敬
意
を
表
し
、
水
葬
の
儀
式
で
葬
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
式
典
は
、
そ
の
水
葬
か
ら
ち
ょ

う
ど
80
年
を
迎
え
る
こ
と
を
機
に
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
は
、
退
役
し
た

戦
艦
を
平
成
11
年
１
月
に
一
般
公
開
し
た

も
の
で
、「
降
伏
文
書
調
印
式
場
」
や
、
特

攻
機
が
激
突
し
て
で
き
た
へ
こ
み
「
カ
ミ

カ
ゼ
・
ア
タ
ッ
ク
・
サ
イ
ト
」
な
ど
が
今

も
残
さ
れ
て
お
り
、
戦
艦
の
た
ど
っ
た
歴

史
を
通
し
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
世
界
に

発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
８
月
に
は
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ

記
念
館
と
知
覧
特
攻
平
和
会
館
が
姉
妹
館

提
携
協
定
を
締
結
し
、
第
２
次
世
界
大
戦

中
の
特
攻
作
戦
や
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
出

来
事
な
ど
を
伝
え
る
展
示
を
行
い
な
が
ら
、

恒
久
平
和
へ
の
願
い
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
背
景
も
あ
り
、
今
回
の
記

念
式
典
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
キ
ャ
ラ
ハ
ン
艦
長
と
当
時
水

葬
に
関
わ
っ
た
乗
組
員
の
ご
子
孫
も
参
列

さ
れ
て
い
て
、
私
自
身
も
、
特
攻
作
戦
な

ど
で
命
を
落
と
さ
れ
た
方
々
へ
追
悼
の
気

持
ち
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て

世
界
の
平
和
を
心
か
ら
願
う
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

５
月
３
日
に
は
、
知
覧
特
攻
基
地
戦
没

者
慰
霊
祭
が
知
覧
特
攻
平
和
観
音
堂
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
知
覧

の
地
か
ら
も
、
平
和
へ
の
願
い
を
強
く
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ίϥϜ

vol.209　2025年４月号

Minamikyushu City Public Relations

広報

ޱͷਓࢢ ରલ݄ൺ

ਓޱ ����� ਓ ʵ ���

ɾஉ ����� ਓ ʵ ��

ɾঁ ����� ਓ ʵ ���

ੈଳ ����� ੈଳ ʵ ��

◎人口と世帯数 ྩ݄̓̏ ��ࡏݱ

◎今月の表紙
͗ΎͬͰΈΜͳসإʹ
ɺಛूʮ͗Ύ͕ͬ͋;Εࢴͷද݄ࠓ　
Δ·ͪʯʹؔ࿈ͯ͠ɺதౡ͞Μ͝Ո͕
ʮ͗Ύͬͱʯ͍ͯ͠Δͱ͜ΖΛࡱӨͤͯ͞
Β͍·ͨ͠ɻ৺ମԹ·Δʮ͗Ύ͕ͬ͋
;ΕΔ·ͪʯΛҰॹʹͯ͠ࢦΈ·ͤΜ͔ɻ

ใ� 　ྩ � �݄߸



「 」アンバサダーとは

活動内容

永江優人氏の紹介

永江氏の SNS

南九州市公認

「 」アンバサダーに
永江　優人氏が就任

　本市の魅力を SNS で情報発信することにより、
本市の認知度向上とイメージアップに繋げ、新たな
関係人口の獲得と市内外からの来訪の動機づけを図
ることを目的としています。

　永江氏は、2002 年本市出身で、「鹿児島の田舎臭
さを吹っ飛ばす」をミッションに、「はいちーずの
鹿児島旅」というアカウントで、県内の情報を発信
されています。
　Instagram、TikTok 総フォロワー 15 万人超え、
動画総再生数 7,300 万回（令和 7 年 3 月現在）と
県内有数の SNS シェア数を誇る鹿児島県特化型動
画クリエイターです。
【経歴】
　2014 年　知覧小学校卒業
　2017 年　知覧中学校卒業
　2020 年　薩南工業高等学校卒業

　令和 7 年 4 月より、永江氏の SNS アカウント「は
いちーずの鹿児島旅」において、月 3 回本市の魅力
を発信していただきます。

「はいちーずの鹿児島旅」
Instagram

「はいちーずの鹿児島旅」
TikTok

【抱負】
　南九州市の魅力を 1人でも多くの方に発
信し、地元を盛り上げます！グルメや自然
など南九州市が誇る宝を SNS を通して沢
山の方に発信いたします！南九州市の皆さ
ん！応援よろしくお願いいたします。

SNS とは
　Social Networking Service

（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）の略です。
　友だちなどとつながって、文章
や写真、動画などで自分を表現し
たり、コミュニケーションするこ
とができるサービスのことです。
　 代 表 的 な 例 と し て、LINE や
YouTube、Facebook などがあり
ます。
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令和７年３月議会定例会で塗木市長が示した令和７年度施政方針を抜粋してお知らせします。

基
本
目
標
：
ひ
と

「
人
と
人
」、「
地
域
と
人
」
が
交
流
し
、

こ
こ
ろ
豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち

【
農
林
】
豊
か
な
自
然

活
力
あ
る
農
村

　
　
　
　
　
　
未
来
に
向
け
て
発
展
す
る

ま
ち
づ
く
り

県
内
有
数
の
農
業
立
市
で
あ
り
、
南
の
「
食
料
供
給
基

地
」
と
し
て
、
今
後
も
豊
か
な
自
然
と
活
力
あ
る
農
村
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
農

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
農
地
再
整
備
に
よ
る
大
区
画
化
な
ど
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
新
規
就
農
者
の
確
保
お
よ
び
支
援
体
制
の
強
化

に
取
り
組
む
な
ど
、
農
家
の
所
得
向
上
や
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
誇
る
一
大
ブ

ラ
ン
ド
産
地
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
消
費
者
が
求
め

て
い
る
高
品
質
茶
や
有
機
栽
培
茶
、
海
外
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
有
機
碾
茶
の
生
産
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
商
工
観
光
】
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ぎ
わ
う

ま
ち
づ
く
り

商
店
街
が
抱
え
る
課
題
解
決
へ
の
支
援
、
創
業
・
事
業

承
継
の
促
進
、
特
産
品
の
振
興
、
買
い
物
弱
者
対
策
な
ど
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
適
切
な
施
策
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
国
指
定
の
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
川
辺
仏

壇
の
産
業
振
興
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

新
た
な
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
業

態
の
企
業
誘
致
を
図
り
、
地
元
企
業
の
認
知
度
を
高
め
る

な
ど
、
若
者
が
地
元
で
働
け
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

「
稼
ぐ
観
光
戦
略
」
と
し
て
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向
け
た

準
備
を
進
め
、
本
市
へ
の
滞
在
時
間
延
長
に
よ
る
観
光
消

費
の
拡
大
に
主
眼
を
置
き
、
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
対
す
る
体
制
整
備
を
図
り
ま
す
。
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【
社
会
基
盤
】
人
と
物
が
行
き
交
い

　
　
　
　
　
　
　
快
適
で
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

市
道
は
、
日
常
生
活
に
最
も
身
近
な
生
活
基
盤
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
の
利
便
性
、
安
全
性
を
考
慮
し
な

が
ら
計
画
的
な
整
備
に
努
め
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
進
め
ま
す
。

市
街
地
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
快

適
に
利
用
し
や
す
い
生
活
空
間
の
確
保
に
努
め
、
各
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
、
南
薩
の
中
心
地
と
し
て
の

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

新
た
に
「
移
住
定
住
促
進
係
」
を
設
置
し
、
人
口
減
少

に
対
す
る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
ま
す
。

基
本
目
標
：
ま
ち

安
心
・
安
全
で

い
き
い
き
と
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

【
生
活
環
境
】
安
全
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

市
民
・
事
業
者
な
ど
と
共
に
地
球
温
暖
化
対
策
や
脱
炭

素
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
「
な
ん
さ
つ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
杜
」
の
供
用

開
始
に
伴
い
、
廃
炉
と
な
っ
た
内
鍋
清
掃
セ
ン
タ
ー
・
川

辺
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
適
正
に
解
体
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
水
を
効
率
的
に
安
定
し
て
供
給
す
る
た

め
に
、
水
道
水
質
の
管
理
、
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
を

図
る
と
と
も
に
、
老
朽
管
路
な
ど
の
更
新
と
併
せ
、
管
理

体
制
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

年
々
、
増
加
し
て
い
く
空
き
家
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
な
ど
の
除
却
を
促
し
、
活
用

可
能
な
空
き
家
に
つ
い
て
は
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
利

活
用
を
推
進
す
る
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
住
環
境
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

【
保
健
福
祉
】
み
ん
な
で
支
え
合
い

　
　
　
　
　
　
　
い
き
い
き
と
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
よ
う
と
す
る
現
在
、
健
康

寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
、
生
涯
を
通
じ
た
心
と
体
の
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
出
生
祝
い
金
に
加
え
、
新
た
に
ウ
エ
ル
カ

ム
ベ
ビ
ー
チ
ケ
ッ
ト
助
成
事
業
と
し
て
育
児
用
品
購
入
費

用
の
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
小
学
１
年
生
に
対
し
て
入

学
祝
い
金
を
支
給
す
る
な
ど
、
子
育
て
応
援
施
策
を
強
化

し
ま
す
。

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
子
育
て
に
対
応
す
る
た
め
、
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
を
提
供
す
る
相
談
体
制
と
経
済
的
支
援
を
一
体
的
に
実

施
す
る
ほ
か
、
不
妊
治
療
や
養
育
医
療
の
助
成
、
産
後
ケ

ア
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
図
り
、
就
労
機
会
の
確

保
に
努
め
る
な
ど
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き

い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

基
本
目
標
：
活
力

地
域
資
源
を
活
か
し
た

産
業
が
盛
ん
な
ま
ち

【
教
育
文
化
】
心
の
豊
か
さ
と
創
造
力
を
育
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

１
人
１
台
端
末
の
積
極
的
な
活
用
や
個
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
指
導
の
充
実
な
ど
を
通
し
て
、
学
力
向
上
を
図
り

ま
す
。

学
校
給
食
は
、
地
場
産
物
を
活
用
し
た
献
立
の
充
実
を

図
り
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
る
と

と
も
に
、
望
ま
し
い
食
習
慣
や
生
命
及
び
自
然
を
尊
重
す

る
精
神
の
涵
養
に
努
め
ま
す
。

市
内
高
等
学
校
の
魅
力
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、地
域・

高
校
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
か
ら
県
外
か

ら
の
入
学
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
環
境
・
制
度
を
整
え

ま
す
。

戦
後
��
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
戦
艦
ミ
ズ
リ
ー
記
念

館
と
連
携
し
て
国
内
外
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
特

攻
に
関
わ
っ
た
方
の
証
言
映
像
や
知
覧
特
攻
基
地
周
辺
を

再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
「
知
覧
の
空
」
を
公
開
す
る
な
ど
、

世
界
の
恒
久
平
和
に
貢
献
し
ま
す
。

【
協
働
参
画
】
み
ん
な
で
創
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
働
と
自
立
の

ま
ち
づ
く
り

少
子
高
齢
化
に
伴
う
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
自
治
会

運
営
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
集
落

支
援
員
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

支
援
し
、
共
生
・
協
働
に
よ
る
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

す
べ
て
の
人
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
様
々
な
分
野
で
平
等
に
参
画
し
、
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
努
め
ま
す
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
物
価
高
騰
に
よ

る
影
響
に
対
応
し
、
限
ら
れ
た
財
源
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
持
続
的
に
行
う
た
め
、
健
全
で
確
実
な
財
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

施政方針の詳細は
市ホームページを
ご覧ください
⬇
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人
は
嬉
し
い
時
、
悲
し
い
時
、

不
安
な
時
は
誰
か
に
気
持
ち
を
わ

か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
な
ら
、
さ
ら
に
強
く
感

じ
ま
す
。

「
ぎ
ゅ
っ
」
と
し
て
も
ら
う
事
で
、

こ
と
ば
に
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
も
分
か
ち
合
え
る

子
ど
も
は
「
ぎ
ゅ
っ
」
を
心
地

よ
く
感
じ
る

お
と
な
も
「
ぎ
ゅ
っ
」
と
す
る

と
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
が
出
る

親
子
の
絆
を
深
め
る
「
ぎ
ゅ
っ
」

今
月
の
特
集
は
、「
ぎ
ゅ
っ
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
」
と
題
し
、
本
市
が

行
っ
て
い
る
子
育
て
支
援
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ぎゅっ
があふれるまち
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社
会
福
祉
法
人

大
川
福
祉
会

瀧

義
道
理
事
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た

新
し
い
施
設
は
、
皆
さ
ん

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
開

放
的
な
感
じ
に
し
、
授
乳
室

や
相
談
室
の
他
に
オ
ー
プ
ン

キ
ッ
チ
ン
も
設
置
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
教
室
や
活
動
も

行
っ
て
い
て
、
特
に
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
を
活
用
し
た

離
乳
食
、
ク
ッ
キ
ン
グ
を
す
る
の
が
特
徴
で
す
。
木
製

玩
具
な
ど
の
遊
具
も
多
数
揃
え
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

南
九
州
市
に
子
育
て
中
の
親
子

や
そ
の
家
族
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

自
由
に
遊
べ
る
場
所
が
あ
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
？

南
九
州
市
に
は
、
各
地
域
に
子

育
て
支
援
事
業
を
市
が
委
託
し
た

事
業
所
が
あ
り
ま
す
。
平
日
の
昼

間
の
好
き
な
時
間
に
訪
れ
て
、
利

用
者
同
士
の
交
流
、
情
報
交
換
、

ス
タ
ッ
フ
へ
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
子
育
て
情
報
の
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

親子で遊びにおいでよ！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
み
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
頴
娃
地
域
）

頴
娃
地
域
に
あ
る
「
つ
み
き
」
は
、
令
和
７
年
４
月

に
国
道
沿
い
へ
場
所
を
移
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

建
物
の
縁
側
か
ら
は
海
が
見
え
て
、
反
対
側
に
は
、

Ｊ
Ｒ
指
宿
枕
崎
線
の
線
路
が
通
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い「
つ
み
き
」に
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

つ

み
き
」
も
同
施
設
内
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
互

援
助
活
動
を
通
じ
て
、
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
事
業

で
す
。

４
月
か
ら
は
、
新
規
利
用
の
方
な
ど
を
対
象
と
し
た

利
用
料
の
助
成
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
３
ー
38
ー
０
８
０
０

（
社
会
福
祉
法
人

大
川
福
祉
会
）

利
用
者
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
み
き
」（
知
覧
地
域
）

知
覧
地
域
に
あ
る
「
つ
み
き
」
で
は
、
子
育
て
家
庭

や
妊
産
婦
が
、
市
内
の
関
係
施
設
を
円
滑
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
、
相
談
や
情
報
提
供
、
助
言
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
遊
び
に
来
る
だ
け
で
も
大

歓
迎
で
す
。

☎
０
９
０
ー
５
７
４
０
ー
８
７
７
５

（
社
会
福
祉
法
人

大
川
福
祉
会
）

地
域
子
育
て
交
流
館
「
み
ん
な
の
お
家
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
辺
地
域
）

川
辺
地
域
に
あ
る
地
域
子
育
て
交
流
館
「
み
ん
な
の

お
家
」
で
は
、「
笑
顔
に
な
れ
る
み
ん
な
の
お
家
（
お
う

ち
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と

し
て
、
寄
り
添
い
、
学
び
合
い
、
助
け
合
い
、
育
ち
あ

う
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
お
家
」
で
は
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
一
時
預
か
り
事
業
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
３

つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
０
９
９
３
ー
56
ー
１
３
１
８

（
株
式
会
社

い
ろ
葉
）

ス
タ
ッ
フ
は
７
人
。
保
育
士
や
看
護
師
、
栄
養
士
、

歯
科
衛
生
士
な
ど
の
職
員
が
い
る
の
で
、
専
門
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
、
子
育
て
中
の
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
の

で
自
分
が
経
験
し
た
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
で
孤
立
し
て
い
る
お
母
さ
ん
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
方
た
ち
の
力
に
な
り

た
い
、
み
ん
な
で
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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こんなときは
「子ども家庭総合支援拠点」へ

　南九州市では、令和 6 年 4 月 1 日から、こども未来課こども家庭係内に子ども家庭総合支援拠
点を開設しています。
　支援拠点は、子どもの健やかな成長をサポートするため、０歳から 18 歳までの子どもとその
家庭、妊産婦を対象に、専門の資格を持つ職員がさまざまな相談に対応し、関係機関と連携を図
りながら、それぞれのご家庭に合った支援をします。
　相談は無料で、相談した人や内容に関する秘密は守られます。
　ひとりで悩まず、ぜひお気軽にご相談ください。

・出産するか迷っている

・誰にも相談できず困っている

・初めての妊娠で不安がある

・子どもの情緒が不安定

・言うことを聞いてくれないので、叩いてしまいそう

・学校に行かず、家でゲームばかりしている

・学校を辞めてしまい、家にひきこもっている

・昼夜逆転の生活で、外出をほとんどしない

・外出することを怖がっている

・赤ちゃんの世話が上手にできない

・おっぱいは足りているかな？

・授乳の仕方がわからない

・当面の生活費で困っている

・離婚しようか悩んでいる

・養育費や面会交流についての情報が知りたい

・子育てがつらい

・身近に助けてくれる人がいない

・イライラして子どもにあたってしまう

妊娠期 学齢期

出産後若者期

ひとり親 子育て期

・親から暴言や暴力をうけている
・学校にいきたくない
・お父さんとお母さんのケンカをみるのがつらい
・毎日のように家族の世話をしなければならず、自分の時間がない
・自分の居場所がない� など

子どもも相談できます

南九州市子ども家庭総合支援拠点
ＴＥＬ　0993 － 56 － 1111（こども家庭係 まで）
ＦＡＸ　0993 － 56 － 5970
Mail　i-kodomokatei@city.minamikyushu.lg.jp
相談受付　月～金（祝日を除く）9：00 ～ 17：00
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　３月 23 日の『子育てしや
すいまちづくりプロジェクト』
と４月４日の『地域子育て支
援センター「つみき」開所式』
に参加した方々に「ぎゅっ」
としてもらいました。

みんなのみんなのみんなの

ぎゅっを集めました！
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ৄͪ͘͜͠ΒΛ͝覧
͍ͩ͘͞ɻ

　ͯ͢ͷߍߴੜ·Ͱͷ͓ࢠ͕༷ࢠͲҩྍͷ૭ޱෛ୲ແྉͷରͱͳΓ·͢ʂ
　ೆभࢢͰɺྩ݄̓̐ྍ͔Βɺੈଳͷ՝੫۠ʹؔΘΒͣɺͯ͢ͷߍߴੜʢࡀ��౸ୡ࠷ޙ
ॳͷ݄̏ ��ʣ·Ͱͷ͓ࢠ͕༷ࢠͲҩྍͷ૭ޱෛ୲ແྉͷରͱͳΓ·͢ɻ
　ҩྍؔػΛड͢ΔࡍʹɺϚΠφอূݥͳͲͱ͋ΘͤͯࢠͲҩྍඅڅडূऀ֨ࢿڅΛఏࣔ͢Δ͜ͱ
Ͱอ͕ݥద༻͞ΕΔඅ༻͕૭ޱෛ୲ແྉͱͳΓ·͢ɻ

Λݮతෛ୲ͷܰࡁܦҭͯՈఉʹ͓͚Δࢠͱͱʹɺ͏ئͲͷೖֶΛॕ͍ɺ݈͔ͳΛࢠΛ୲͏࣍　
ਤΔͨΊɺ�ྩ͔̓ΒখֶߍೖֶॕۚΛ͠څࢧ·͢ɻ
˙ରऀɿྩ݄̓̑̍Ҏ߱ʹ͓͍ͯɺຊࢢͷॅຽجຊாʹه͞Ε͍ͯΔऀͰɺখֶߍʢ˞ʣʹ
　　　　　̍ੜͱͯ͠ೖֶͨ͠ࣇಐͷอऀޢ
　　　　　˞ٛڭҭֶߍɺಛผࢧԉֶߍͷখֶ෦ͦͷଞ͜Εʹྨ͢ΔͷΛؚΉɻ
ಐ̍ਓͨΓ̑ສԁࣇɿֹڅࢧ˙
˙ਃҊɿࡏݱਃҊͷ४උΛਐΊ͓ͯΓ·͢ɻ

ウエルカムベビーチケットで子育てを応援します

子育て応援小学校入学祝金を新たに支給します！（小学１年生対象）

子ども医療費助成制度をさらに充実しました！（窓口負担ゼロ！）

本年度からの新しい取り組みやさらに充実した取り組みについて紹介します！

　ྩ݄̓̐̍Ҏ߱ʹੜ·Εͨຬ̍ࡀະຬͷ͓༷ࢠͷ͍ΔՈఉʹɺ���� ԁʷ ��ຕʢ����� ԁʣ
ͷҭࣇ༻ͷߪೖʹ༻Ͱ͖ΔνέοτΛ͓͠͠·͢ɻ
‖ೆभࢢͷࢦఆऔѻళͰ༻Ͱ͖·͢ɻ
‖νέοτͷֹ໘Ҏ্ͷࢧ͍ʹ࣌༻Ͱ͖·͢ɻ
֤ళฮ͝ͱͷܾ·ΓΛक͍ͬͯͩ͘͞ɻͯͬͨ͋ʹ༺‖
‖༗ޮݶظൃߦ͔Β̍ؒͰ͢ɻ
‖νέοτΓऔΒͣʹऔѻళʹ͓͍ͩͪ࣋͘͞ɻ
‖�νέοτͷަʹਃ͕ඞཁͰ͢ɻग़ੜಧग़సೖಧग़ͷࡍʹ
ɹ͓खଓ͖͍ͩ͘͞ɻ
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　南九州市では、本年４月１日からこれまで福祉健康課が担っていた
母子保健事業について、子ども未来課におやこ保健係を新たに設置し、
子育て支援係およびこども家庭係と密接に連携を図ることで、妊娠期
から出生後も安心して子育てができるよう、子ども・子育て支援を充
実させます。
※その他の取り組みについては、市ホームページをご覧ください。

　์՝ࣇޙಐΫϥϒɺอ͕ऀޢ࿑ಇͳͲʹΑΓனؒՈఉʹ͓Βͣখֶߍʹबֶ͍ͯ͠Δࣇಐʹର͠ɺतۀ
ͷऴྃޙʹదͳ༡ͼ͓Αͼੜ׆ͷΛఏ͠ڙɺͦͷ݈શͳҭΛਤΔۀࣄͰ͢ɻ
　ྩ͔̒Βখֶ̍ੜͷ݄͔̓Β݄̔·ͨՆٳΈؒظͷར༻ྉͳͲΛશֹॿ͍ͯ͠·͢ɻ
͍ՆٳΈʂ͓ͭૹܴඅ༻ؚΊͯɺ͔͔Δඅ༻Λまるごと全部！ॿ͍ͯ͠·͢ɻ

ҭͯੈଳΛରʹɺʮ͍ͭͰυΫλʔʯͷΞϓࢠͲ͕͍Δࢠ͔Βɺ්͔Βখֶ̎ੜ·Ͱͷࠓ　
ϦػΛͯͬઐҩʹ૬ஊͰ͖Δମ੍Λ࡞Γ·͢ɻ
　ମ৺ͷΈ·Ͱɺؒ࣌�� ���͍ͭͰɺઐҩʹ૬ஊʢը૾ಈըૹ৴Մʣ
͕Ͱ͖·͢ɻରԠํ๏ʹ͍ͭͯฦ৴͕ಧͨ͘Ίɺ҆৺ͯ͠ࢠͲͷମௐཧ͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹ˙ར༻ҊɿରͷੈଳҊ४උΛ͢͢Ί͍ͯ·͢ɻ

ৄͪ͘͜͠ΒͰ͢˰

　ೆभࢢͰɺྩ̒ ��݄ΑΓපࣇอҭۀࣄΛ։͍ͯ࢝͠·͢ɻ
　පࣇอҭۀࣄͱɺੜ̒ޙΧ݄͔Βখֶ̒ੜ·Ͱͷɺ༮ࣇɾࣇಐ͕පؾத·ͨපؾͷճ෮ظʹ͋ͬͯ
ूஂอҭ͕ࠔͳؒظɺઐ༻εϖʔεʹ͓͍ͯҰ࣌తʹอҭΛ͏ߦαʔϏεͰ͢ɻ
利用料は無料です！ʢڅ৯ͳͲ࣮අෛ୲ൃੜ͠·͢ʣ
ɹ˙පࣇอҭɹͻ·ΘΓɹʢ頴ѧொྖޚอҭԂʣɹి̌̏̕̕ʵ̏̒ʵ̎̑̌̌

病児保育について

小学１年生の夏休みの放課後児童クラブの無償化について

医療相談アプリ「いつでもドクター」

ͷෛ୲Λܰ࢜อҭऀޢΛਤΓɺอݮͼӴੜ্ͷϦεΫͷܰٴછײΓʹΑΔؼͪ࣋Έ͓Ήͭͷࡁ༺　
ɻ͢·͠څࢧઃิॿۚΛࢪઃͰॲ͢ΔࢪΈ͓ΉͭΛࣗΒͷࡁ༺ΔͨΊɺ͢ݮ
ɹ˙ରࢪઃɿࢢೝՄอҭॴɺೝఆ͜ͲԂʢશ ઃʣࢪ��

保育所等での使用済みおむつの処分を支援します！
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特攻の記憶
～隊員と支えた人々の証言～

戦後 80 年　春の特別企画展

　戦後 80 年を迎えた今春、知覧特攻平和会館の企画展「特攻の記憶　～隊員と支えた人々
の証言～」では特攻関係者の証言をもとに製作した映像を上映しています。
　3 章からなり、第 1 章では整備・戦隊員だった 2 名、第 2 章ではなでしこ隊の 4 名、
第 3 章では元特攻隊員 3 名の方々の証言で構成されています。その中には、当事者の話を
もとにお話しされている場面をアニメーションで再現しています。アニメーションの一場
面を使用して映像と企画展の概要を紹介します。

開催期間　2025 年４月 19 日（土）～７月 18 日（金）
会　　場　知覧特攻平和会館（企画展示室）
開館時間　午前９時～午後５時　年中無休
入 館 料　小中学生 300 円（団体 30 名以上 240 円）
　　　　　高校生以上 500 円（団体 30 名以上 400 円）
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　第１章　整備・戦隊員の証言
　知覧飛行場には機体を整備する整備部隊、沖縄に向かう特攻隊の掩護や防空を担う飛行戦隊
などが展開していました。これまであまり知られていない特攻隊を支えた部隊に焦点を当て、
各部隊の役割や任務を関係者の証言を通して紹介します。

　知覧飛行場には特攻機の護衛や飛行場の防空を担う飛行戦隊が所在していました。特攻隊の出撃が

行われる際は取違集落の近くにあった戦闘指揮所で特攻隊員、戦隊員に対して指揮官から訓示が行わ

れました。

　飛行戦隊に所属し護衛の任務についた堀内さんは訓示の後、特攻隊員から「（護衛を）お願いしま

す」と頭を下げられました。堀内さんは「成功を祈るぞ、途中の護衛はしっかり責任をもって護るか

ら」と特攻隊員と約束を交わしました。

　第２章　なでしこ隊の証言
　昭和 20 年 3 月 27 日から 4 月 18 日までの 23 日間、知覧高等女学校の生徒が飛行場に動
員されて奉仕作業に従事しました。彼女らは三角兵舎地区で兵舎の清掃、洗濯、食事の準備な
どを行い、隊員との交流も持ちました。彼女たちが奉仕作業を行った兵舎地区の詳細や関係す
る資料を紹介します。

　昭和 20年 3月 26日、知覧飛行場に最初の特攻隊がやってきます。その翌日から 4月 18日まで

の約 3週間、現在の知覧小学校の敷地にあった知覧高等女学校の生徒が飛行場への奉仕作業に動員

されて隊員たちの身の回りのお世話を行いました。

　当時 14～ 15歳の彼女たちは兵舎の清掃、小川での洗濯、食堂での配膳などを行い、時には隊員

と一緒にトランプで遊んだり話し相手にもなりました。彼女たちは戦後、なでしこ隊と呼ばれるよう

になりました。

●シーン「特攻隊員と交わした約束」

●シーン「特攻隊員との交流」
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　第３章　特攻隊員の証言
　陸軍最前線の知覧飛行場からは多くの特攻隊が出撃しました。その中の第 69 振武隊、第
213 振武隊、第 111 振武隊に焦点を当て、編成から出撃までの経過、各隊の関連資料、そし
て出撃したものの機体のトラブルでやむなく不時着して生還した元隊員の証言を通して特攻の
実状に迫ります。

▲特攻隊員と女学生
　三角兵舎近くの広場で女学生と一緒に写真
に納まる第 68、69振武隊員。

　日本内地、朝鮮半島、満州（現在の中国東北部）

など各地の陸軍航空部隊で編成された特攻隊は出

撃のために知覧飛行場に前進します。隊員たちは

松林の中に造られた木造の簡素な三角兵舎で出撃

命令が出されるまで数日間を過ごしました。元特

攻隊員の島田さんは出撃前夜の心境を「今夜が最

後の晩だと思うとね、眠ることがもったいなくて」

「お父さんのこととかお母さんのこととか兄弟の

こととかね、色々考え出すとそう簡単には眠れな

いですよね」と証言されています。

▲遺筆
　第 111 振武隊 若松藤夫少尉（戦死後の階級）
の遺筆。「遙かなる故郷の夢　大空にまどろめば
君知るや面影の隼人の山河に似たり」とある。若
松少尉は鹿児島県霧島市隼人町出身、昭和 20年
6月 3日に知覧飛行場から出撃した。

▲飛行第 103 戦隊員
　4式戦闘機「疾風」で特攻隊の掩護・誘導・
戦果確認の任務を行った。

●シーン「出撃前夜」

特別企画展で紹介する資料
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ઓޙ��ه೦ۀࣄҰཡ
・証言映像の公開（19日）
ɹ৽ͨʹ੍ݴূͨ͠࡞ө૾ʮಛ߈ͷهԱ�ʙୂһͱͨ͑ࢧਓʑͷূݴʙʯ
ɹΛެ։͠·͢ɻө૾य़ͷاըలͰࢹௌͰ͖·͢ɻ

・遺品室ジオラマ「知覧の空」
　リニューアル
ɹҨࣨதԝʹల͍ࣔͯ͠ΔδΦϥϚ
ɹʮ知ཡͷۭʯΛɺϓϩδΣΫγϣϯ
ɹϚοϐϯάΛ׆༻͠ϦχϡʔΞϧ͠
ɹ·͢ɻ

・夏休み自由研究サポート（7月～8月）
ɹֶܳһͱҰॹʹಛ߈ͷ͜ͱʹֶ͍ͭͯΜͰΈ·ͤΜ͔ʁ

・第36回 スピーチコンテスト（15日）

・第10回 四式戦闘機「疾風」
　保存状態調査
ɹؗͰలࣔ͞Ε͍ͯΔ࣬෩ͷػମΛ
ɹઐՈ͕ௐࠪ͠·͢ɻ
ɹͦͷ༷ࢠΛֶ͢ݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

・館外企画展（9月～11月）
ɹ࡛ݝۄԳ川ࢢͷʮԳ川ඈߍֶߦฏ
ɹف೦ؗʯͰاըలΛ։͠࠵·͢ɻ
ɹ۽୩܉ඈߍֶߦԳ川ڭ࣌ͷ
ɹݐ͕ࢿྉؗͱͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ʢॅॴɿ࡛ݝۄԳ川ࢢେࣈ川ా୩����൪ͷ��ʣ

・戦艦ミズーリ記念館
　姉妹館提携5周年
知ཡಛ߈ฏձؗ����ͷ࢞ຓؗ
ఏܞΑΓ༷ʑͳަྲྀΛଓ͚͍ͯ·͢ɻ

ʹߋͷ༧ఆมۀࣄ೦ه
ͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻ
ϗʔϜϖʔδͰ͝ࡉৄ
֬ೝ͍ͩ͘͞ɻ

ઓ؋ϛζʔϦه೦ؗఏڙ
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̕ԯ����ສ̓ઍԁ
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̍ԯ���ສ̎ઍԁ

���ԯ����ສ̓ઍԁ߹　ܭ

Ұൠձܭ
ಛผձܭ

ܭձۀا

ܭಛผձۀࣄݥอ߁ຽ݈ࠃ
ܭҩྍಛผձऀྸߴظޙ
հޢอۀࣄݥಛผձܭ

ਫ ಓ ࣄ ۀ ձ ܭ
ެ ڞ Լ ਫ ಓ ࣄ ۀ ձ ܭ
ूۀམഉਫۀࣄձܭ

市民１人当たりが負担する市税 ૯ֹ 1193�5ԁ

市民１人当たりに使われるお金 ૯ֹ 9�3�11ԁ
˞ֹۚɺྩ ݄̓̎��ࡏݱͷॅجਓޱʢ�����ਓʣͰ͍ͯ͠ࢉܭ·͢ɻ

˞ֹۚɺྩ ݄̓̎��ࡏݱͷॅجਓޱʢ�����ਓʣͰ͍ͯ͠ࢉܭ·͢ɻ
　ʢ߭࢈੫ɺࠃ༗࢈ࢿॴࢢࡏொଜަۚআ͘ʣ

　ೆभࢢͷྩ̓ॳ༧ࢉɺߦվֵେߝɺू தվֵϓϥϯ͓Αͼதࡒظܭըʹ͖ͮجɺظతࢹʹཱͬ
Λࡦࢪॾ͚ͨʹݱͷ࣮૾ࢢকདྷͨ͛ܝ͍͓ͯʹըܭ߹૯࣍ӡӦʹΊΔͱͱʹɺୈೋࡒଓՄͰ݈શͳ࣋ͨ
࣮֬ʹਪਐ͢ΔͨΊɺબͱूதΛపఈͨ͠ϝϦϋϦͷ͋Δ༧ࢉฤͱ͠·ͨ͠ɻ
　ಛʹɺҬͷൃలͱॅຽࢱͷ্ΛਤΔͨΊɺʮࢠҭͯࢧԉʯɺʮڭҭڥͷॆ࣮ʯͳͲʹॏతʹ༧ࢉΛ͍ߦɺܹ
ม͢ΔࣾձࡁܦߴԽɾଟ༷ԽɾෳࡶԽ͢ΔߦधཁʹҙΛͯͬ࣋త֬ʹରԠ͍͖ͯ͠·͢ɻ
　͜ͷΑ͏ͳ͜ͱΛ౿·͑ͨҰൠձܭͷ૯ֹ���ԯ����ສԁͰɺલൺ���ˋɺ��ԯ����ສԁͷ૿ͱੵۃతͳ
༧ࢉฤͱͳΓ·ͨ͠ɻ·ͨɺҰൠձܭͱಛผձ͓ܭΑͼۀاձܭΛ߹Θͤͨ༧ࢉ૯ֹɺ���ԯ����ສ̓ઍԁͰɺલ
ൺ���ˋɺ̑ ԯ����ສԁͷ૿ͱͳΓ·ͨ͠ɻ

一　般　会　計　301億9,500万円　（対前年度比＋3.7％）
特別・企業会計　126億7,394万円　（対前年度比△4.0％）
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〈歳入の状況（一般会計）〉

〈性質別歳出の状況（一般会計）〉〈目的別歳出の状況（一般会計）〉

令和７年度　南九州市当初予算
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会計別の歳出予算額比較

令和７年度当初予算を市民１人当たりに換算すると… 令和７年度当初予算の歳入歳出状況
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市民１人当たりが負担する市税 ૯ֹ 1193�5ԁ

市民１人当たりに使われるお金 ૯ֹ 9�3�11ԁ
˞ֹۚɺྩ ݄̓̎��ࡏݱͷॅجਓޱʢ�����ਓʣͰ͍ͯ͠ࢉܭ·͢ɻ
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Λࡦࢪॾ͚ͨʹݱͷ࣮૾ࢢকདྷͨ͛ܝ͍͓ͯʹըܭ߹૯࣍ӡӦʹΊΔͱͱʹɺୈೋࡒଓՄͰ݈શͳ࣋ͨ
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一　般　会　計　301億9,500万円　（対前年度比＋3.7％）
特別・企業会計　126億7,394万円　（対前年度比△4.0％）
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令和７年度　南九州市当初予算
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会計別の歳出予算額比較

令和７年度当初予算を市民１人当たりに換算すると… 令和７年度当初予算の歳入歳出状況
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子
育
て
支
援
の
充
実

１

ウ
エ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
事
業一部

新
規
【
２
１
２
１
万
円
】

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
出
生
祝
金
、
伝
統

工
芸
品
、
１
歳
未
満
の
子
ど
も
に
ウ
エ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
チ

ケ
ッ
ト
（
育
児
用
品
購
入
用
）
を
支
給
し
ま
す
。

２

児
童
福
祉
関
係
事
業

一
部
新
規
【
１
１
１
１
万
円
】

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
入
学
を
祝
う
と
と
も
に
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
子
育
て
応
援
小
学
校
入
学
祝
金
を
支
給

し
ま
す
。

３

子
ど
も
医
療
費
給
付
事
業

一
部
新
規
【
１
億
４
０
６
６
万
円
】

高
校
卒
業
ま
で
の
全
て
の
子
ど
も
の
医
療
費
を
窓
口
負

担
無
料
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
疾
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

４

防
災
・
安
全
交
付
金
事
業

一
部
新
規
【
１
億
９
２
９
３
万
円
】

防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
（
都
市

公
園
長
寿
命
化
）
を
活
用
し
て
、
公
園
の
長
寿
命
化
を
図

り
な
が
ら
遊
具
な
ど
の
建
設
を
行
う
と
と
も
に
、
川
辺
新

町
に
新
た
な
公
園
を
整
備
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
年
代
が
く
つ
ろ
げ
る
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

１

地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
継
続
【
１
５
８
万
円
】

地
域
子
ど
も
教
室
の
運
営
や
夏
休
み
期
間
中
に
子
ど
も

見
守
り
事
業
を
行
う
こ
と
で
、
心
豊
か
な
青
少
年
の
育
成

に
努
め
ま
す
。

２

小
・
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
事
業継続

【
２
６
７
３
万
円
】

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
材
や
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
、
授
業
支

援
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
機
器
を
最
大
限
に
生
か

し
、
学
力
の
向
上
と
と
も
に
児
童
生
徒
の
情
報
活
用
能
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

平
和
を
語
り
継
ぐ
ま
ち

１

平
和
会
館
管
理
事
業
新
規
【
２
億
３
０
７
５
万
円
】

戦
後
80
年
を
迎
え
、
展
示
品
の
経
年
劣
化
防
止
や
会
館

内
の
環
境
整
備
、
利
便
性
向
上
の
た
め
照
明
な
ど
の
改
修

工
事
を
行
い
、
戦
跡
「
猿
山
展
望
台
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

の
環
境
整
備
に
よ
り
誘
客
に
つ
な
げ
ま
す
。

２

世
界
の
記
憶
推
進
事
業

新
規
【
３
１
６
７
万
円
】

市
内
高
校
生
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
知
覧
特
攻
平
和
会

館
と
姉
妹
館
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
に
あ
る

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
記
念
館
と
の
交
流
事
業
を
行
い
、
平
和
を

語
り
継
ぎ
・
継
承
す
る
と
い
う
取
組
を
国
内
外
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。

住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と

移
住
・
定
住
対
策
の
充
実

１

移
住
定
住
促
進
対
策
事
業一部

新
規
【
８
０
５
３
万
円
】

市
内
に
お
け
る
マ
イ
ホ
ー
ム
の
取
得
費
用
や
住
み
替
え

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、
子
育
て
転
入
世
帯
の
家
賃
、

市
内
に
居
住
す
る
新
婚
世
帯
の
家
賃
や
引
っ
越
し
費
用
に

対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
若
年
層
の
移
住
定
住

を
促
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

２

ま
ち
づ
く
り
事
業

一
部
新
規
【
１
２
０
０
万
円
】

自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
や
住
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
が
実
践
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
や
地
域

課
題
解
決
事
業
、
魅
力
づ
く
り
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行

い
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

産
業
の
振
興

１

荒
廃
農
地
解
消
事
業

継
続
【
４
０
０
万
円
】

廃
園
ま
た
は
廃
園
予
定
の
茶
園
を
ス
ム
ー
ズ
に
抜
根
・

整
地
し
、
他
作
物
（
野
菜
等
）
が
栽
培
で
き
る
畑
の
状
態

に
整
備
し
、
農
地
の
有
効
利
用
及
び
生
産
振
興
を
図
り
ま

す
。観

光
の
振
興

１

寺
師
邸
活
用
事
業

新
規
【
３
８
８
６
万
円
】

「
稼
ぐ
観
光
戦
略
」
と
し
て
、
本
市
へ
の
滞
在
時
間
延

長
に
よ
る
観
光
消
費
の
拡
大
に
主
眼
を
置
き
、
知
覧
武
家

屋
敷
庭
園
寺
師
邸
の
宿
泊
施
設
改
修
な
ど
観
光
資
源
の
磨

き
上
げ
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
込
み
に
向
け
た

着
地
整
備
を
行
い
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進

１

新
庁
舎
建
設
事
業一

部
新
規
【
35
億
９
５
６
６
万
円
】

新
庁
舎
建
設
に
向
け
、新
庁
舎
の
建
築
工
事
を
中
心
に
、

敷
地
造
成
・
外
構
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

当
初
予
算
の
特
徴

南
九
州
市
で
は
、
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
と
自

然
が
共
生
す
る

活
気
あ
ふ
れ
る

住
み
よ
い
ま
ち

南
九
州
市
」
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
南
九
州
市
総
合
計

画
に
基
づ
き
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
令
和
７
年
度
の
当
初
予
算
の
特
徴
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。
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5 歳児健診でピカピカきれいな歯 !!

松
まつさき

崎 蒼
あいさ

彩ちゃん末
すえよし

吉 真
まなと

絆ちゃん新
しんどめ

留 悠
ゆうと

叶ちゃん大
おおつぼ

坪 白
しいな

來ちゃん吉
よしざき

崎 花
はな
奏ちゃん下

しもの
野 暖

はる
ちゃん上

かみあか
赤 美

みおり
織ちゃん

髙
たかだ

田 泰
たいち

市ちゃん清
しみず

水 一
いちか

禾ちゃん津
つまがり

曲 應
おうすけ

佑ちゃん池
いけだ

田 一
いっせい

成ちゃん永
ながた

田 碧
あお

ちゃん

橋
はしぐち

口 凛
りん

ちゃん

坂
さかした

下 花
はなの
凪乃ちゃん

松
まつくぼ
久保 俐

りつな
絆那ちゃん

今
いまいち

市 希
のぞみ

ちゃん

東
ひがし

優
ゆい
衣ちゃん

中
なかお

尾 漣
れん

ちゃん

木
きのした

下 航
こう

ちゃん

下
しもはらい

拂 暖
はる

ちゃん

折
おりた

田 弥
みこ
子ちゃん

下
しもかわ

川 樹
じゅあ

愛ちゃん

川
かわばた

畑 圭
けいご

吾ちゃん

上
うえの

野 仁
にいな
衣奈ちゃん

大
おおぞの

薗 芙
ふみ
充ちゃん

上
かみむら

村 柚
ゆうは

蓮ちゃん

飯
いいの

野 冬
とうま

真ちゃん

田
たしろ

代 晴
はるみ

美ちゃん

野
のづま

妻 慧
けい

ちゃん

牧
まきうち

内 倫
みちや

哉ちゃん

菊
きくなが

永 蓮
れん

ちゃん

江
えひら

平 怜
れな
菜ちゃん

福
ふくなが

永 迅
じん

ちゃん

東
ひがしたるみず

垂 水 陽
ひかる

ちゃん

真
まかや

茅 怜
れいた

汰ちゃん

東
ひがしたるみず

垂 水 椛
かのん

音ちゃん

眞
まかや

茅 湊
みなと

ちゃん

木
きば
場 絢

あやと
斗ちゃん

眞
まかや

茅 治
はるき

輝ちゃん

折
おりお

尾 采
さよ
美ちゃん

山
やました

下 豪
ごうだい

大ちゃん尾
おまがり

曲 玲
れい
泉ちゃん寺

てらぞの
園 理

りりと
々人ちゃん塗

ぬるき
木 彩

あやせ
世ちゃん吉

よしなが
永 圭

けいと
人ちゃん作

さくした
下 桃

ももな
菜ちゃん高

たかよし
吉 美

みみか
心華ちゃん

◎川辺地域

◎知覧地域

◎頴娃地域

（順不同）
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ੜెɾڭһ�ͷΓΜ͕͝ଃΒΕ·ͨ͠ɻݸ���
　�݄��ʹߦΘΕͨଃఄࣜɺࢠͲͨͪͷ৯ҭͷͨΊʹฏ
��͔Β࢝·ͬͨͷͰɺࠓͰ��ճͷ։࠵ͱͳΓ·ͨ͠ɻ
ଃఄࣜʹग़੮ͨ͠知覧খֶߍͷࣇಐ̏ਓ͕ΓΜ͝Λຬ໘ͷসΈ
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　�݄��ɺদϲӜখֶߍͰޙ࠷ͷଔ͕ࣜۀ։͞࠵Ε·ͨ͠ɻ
कΓͷதɺதଜѪ͞ΜͱதݟͷԹ͔͍ऀޢੜอߍࡏ
ঝଠ͞Μ͕ଔূۀॻΛखʹ͠·ͨ͠ɻଔۀੜ͓ͨͪผΕ
ͷݴ༿Ͱɺ͍ࢥग़ਂֶ͍ͼ舎ͷँײͷͪ࣋ؾΛड़ɺผΕ
Λ͛ࠂ·ͨ͠ɻ·ͨɺߍࡏੜ͔ͨͪΒʮদϲӜখֶߍͰͷ

ಈײு͍ͬͯͩ͘͞ʯͱͷؤͰߍग़Λେʹ͠ɺதֶ͍ࢥ
తͳΤʔϧ͕ૹΒΕɺଔۀੜͨͪͷ৽ͨͳཱཱྀͪΛॕ͏Թ͔
͍ࣜయͱͳΓ·ͨ͠ɻ
　দϲӜখֶߍɺྩ�Λཱͬͯ���ͷྺ࢙ʹ
ນΛԼΖ͠·ͨ͠ɻ

　݄̏��ɺݝࢁॅࡏࢢͰதྑখֶ0#ߍͷদଜ༏͞Μ͕ɺத
ྑখֶ̒ߍੜʹֆࡼΛϓϨθϯτ͠·ͨ͠ɻ͜Εɺদଜ͞Μ͕
����ʹூΓͷϓϨʔτΛߍʹଃΔհΛͨ͜͠ͱ͔Βަྲྀ͕࢝
·ͬͨͷͰɺࠓͰ��ճΛܴ͑· ɻ͢ֆࡼʹଔۀੜ͕কདྷͷເΛ
ඳ͍͓ͯΓɺ͜ͷ࢛ੈلʹ���ਓҎ্ʹϓϨθϯτ͍ͯ͠· ɻ͢দଜ͞
Μɺʮ̒ؒͷ͍ࢥग़Λ͍ͨ͛͋ͯ͠ɻ·ͨɺਓੜʹ͍᪴ͨ࣌ͳͲʹ
ֆࡼΛͯ͘ݟ ΕͨΒಓΛ֎͢͜ͱͳ͍ͱͯͬࢥ ͍·͢ʯͱ͠·ͨ͠ɻ

JA津軽みらいりんご贈呈

南九州市消防団、全国表彰を受賞

社会教育功労者表彰者訪問

松ヶ浦小 最後の卒業式

「将来の夢絵皿」プレゼント
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　�݄�ɾ��ɺ知覧ொۀ੨ͷձɺ知覧தֶߍͱ川辺த
ੜ���ਓʹ知覧ΛϓϨθϯτ͠·ͨ͠ɻۀͷଔߍֶ
　ಉձͰɺଔۀੜͷཱཱྀͪΛॕ͏ͨΊʮࡩ知覧ʯͱଧͬͯɺ
ϝοηʔδϨλʔΛఴ͑ͯຖૹ͍ͬͯ·͢ɻࠓճɺಉձͷ׆
ಈʹࢀՃ͠川辺தֶߍ知覧Λଃఄͨ͠川ݪѸ͞Μʮݩ
ͷઌഐͱͯ͠ɺগ͠ͰԠԉͰ͖ͨΒ͍͠خɻ͜ ΕΛ͖͔͚ͬʹɺ
知覧ʹ͍ͬͦ͏͠ΜͰΒ͍͍ͨʯͱ͍ࢥΛड़·ͨ͠ɻ

　�݄��ɺೆभεϙʔπΫϥϒओ࠵ͷΠϕϯτʮೆभε
ϙʔπΫϥϒ;Ε͍͋ϑΣελ����ʯ͕ਡ๚ӡಈެԂͰ։͞࠵
Ε·ͨ͠ɻ
　ɺχϡʔεϙʔπମݧΩονϯΧʔͷग़ళͳͲ͕͋
Γɺଟ͘ͷࢀՃऀָ͕͠Έ·ͨ͠ɻ
　·ͨɺೆํਆࣾͰɺ֊ஈ͔͚͕͋ΓϨʔε͕։͞࠵ΕɺࢀՃ
ऀࢀಓͷ֊ஈ���ஈΛ্͕͚ۦΓɺͦͷλΠϜΛ͍ڝ·ͨ͠ɻ

　͜ͷͨͼɺ知覧தֶߍٿ෦ͷ෦һ��ਓٿಓ۩ೖΕ
ϘʔϧͳͲ͕دଃ͞Ε·ͨ͠ɻدଃͨ͠ͷɺฏݩ͔Β̐
ؒɺಉதֶߍٿ෦ސΛΊͨࢦٷಜ࣌ͷݩ෦һɻ൴
ΒɺກΛਂΊΔձʢࢆٷձʣΛఆظతʹ։͍͓ͯΓɺͦͷ
ձࢆٷಈΛଓ͚͍ͯ·͢ɻ׆෦ʹଃΔٿΛدͨͬ·ूʹࡍ
ͷϝϯόʔΒɺʮதֶߍͷάϥϯυʹɺٿ෦ͷࢠͲͨͪ
ͷ͕͍͕ͭܠޫ͘ڹ·Ͱଓ͍ͯཉ͍͠ʯͱ͠·ͨ͠ɻ

　݄̏̒ʹ知覧தֶߍͷ̎ੜ͕ɺ૯߹తͳֶशͷؒ࣌ʹ知
覧ฏެԂͷੴ౮ຏ͖Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ͜ΕҬݙߩͱฏ
ֶशͷҰͱͯ͠ຖ͍ͯͬߦΔͷͰɺ͜ͷੜెͨͪ
知覧ಛ߈ฏ؍Իಊप辺ʹͯݐΒΕͨੴ౮ΛҰਓҰجड͚
Ε͍ʹຏ্͖͍͛ͯ·ͨ͠ɻ͖ͯͬɺλϫγΛͪ࣋
　知覧ฏެԂͱप辺Ԋಓʹɺಛୂ߈һͷౣͷ͍ࢥΛࠐ
Ίͨੴ౮͕શ͔ࠃΒدଃ͞Εɺ�Ε͍ͯ·͢ɻཱ͞ݐج���

　�݄��ʹ頴娃ߴֶߍɺ�݄��ʹḈೆߴۀֶߍͰ̎
ੜΛରʹબڍͷग़લतۀΛ͍ߦ·ͨ͠ɻएऀͷථͷ
͞ީิऀɾౘͳͲͷใऩूͷํ๏Λ͑·ͨ͠ɻ·ͨɺ
ߦͷථॴͱಉ͡Α͏ʹઃஔ͞ΕͨԾථॴͰٖථࡍ࣮
͍·ͨ͠ɻੜెͷதʹʮࣗͰใΛूΊͨΓͱͨ͠Γ
ͯͩ͠Εʹථ͍͔͍͖͍ͨͨͯ͑͠ߟʯʮબࢀʹڍՃͯ͠
Γ·ͨ͠ɻ͕͋ݟΕΔΑ͏ʹ͍ͨ͠ʯͳͲͷҙ࡞Λࠃ͍ྑ

　ೆभࢢۀৼڵձͰɺ�݄�͔Β�ʹ͔͚ͯ知覧ͷϑΝ
ϯΛ૿͠ɺ知覧ͷັྗΛશࠃͷํʑΊΔ͜ͱΛతͱͨ͠
ʮ知覧Ξϯόαμʔ5&"�53"7&-�����ʯΛ։͠࠵·ͨ͠ɻຊΠ
ϕϯτͰɺ知覧Ξϯόαμʔʹೝఆ͞Εͨํʑ͕શ͔ࠃΒຊࢢ
ʹू·Γɺാͷֶݟɺ΄͏͡࡞ΓɺݩͷՈͱͷަ
ྲྀձͳͲɺ͞·͟·ͳϓϩάϥϜΛָ͠ΜͰ͍·ͨ͠ɻࢀՃऀɺ
πΞʔ༰ͳͲΛ4/4্Ͱൃ৴͠ɺߋͳΔ知覧ͷ13Λ͍ߦ·ͨ͠ɻ

中学校卒業生へ桜知覧茶をプレゼント

南九州市スポーツクラブふれあいフェスタ 2025

知覧中学校野球部へ野球道具を寄贈

「平和への願いを込めて」石灯籠磨き

選挙の出前授業を実施

知覧茶アンバサダーTEA TRAVEL 2025
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南九州市青少年国内派遣事業参加者募集
　ೆभࢢͱ੨ݝฏ川ࢢͷকདྷΛ୲͏தֶੜ͓Αͼ
৮Εʹ׳ͷަྲྀΛ௨ͯ͠ҟͳΔจԽशޓੜ͕૬ߍߴ
Δ͜ͱʹΑΓɺڷͷ͢Β͠͞Λ࠶ೝࣝ͠ɺʹߋ
ಈͷҰཌྷΛ׆ͷ੨গࢢΛҭͯɺੑײͱ๛͔ͳࢹ͍
୲͏ਓࡐͱͯ͠ҭͭ͜ͱΛతͱ͍ͯ͠·͢ɻ
ؒظ
　ʬडೖΕʭ݄̓ ��ʢʣʙ ��ʢՐʣ
　ʬ　ݣʭ��݄ ��ʢʣʙ ��ʢʣ
֨ࢿՃࢀ ຊۀࣄʹ �ࢀՃͨ͜͠ͱ͕ͳ͍ೆभ

ੜͰɺ݄̓ͷߍߴͷதֶੜ·ͨॅࡏࢢ
डೖΕަྲྀͱ �� ݄ͷྲྀަݣͲͪΒʹ
ՃՄͳํʢຊ͔ΒϗʔϜεςΠ͕ࢀ
ͳ͘ɺެࢪڞઃͳͲʹ॓ധͱͳΓ·͢ʣɻ

ืूਓһ�̓ਓʢఆһΛ͑ͨ߹ɺ໘ͳͲ࣮ࢪʣ
ऩ͠·͢ʣʹ࣌ݣՃඅ�̑ສԁʢࢀ
ਃ͠ࠐΈ݄̑�ݶظ ��ʢՐʣ
ϗʔϜϖʔδΛࢢɺ͍ͯͭʹࡉৄ
　֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

ʦʧ�ೆभࢢ੨গࠃߦ࣮ۀࣄݣҕһձࣄہ
ʢ川 �ࣾձڭҭ՝�ࣾձڭҭʣ

南九州市国際交流協会イベント
「オーストラリアへ行きたいかー！」開催
ೆभڠྲྀަࡍࠃࢢձͰɺʮΦʔετϥϦΞ͍͖ͨߦ

͔ʔʂʯΛ։͠࠵·͢ɻ
　ϫʔΩϯάϗϦσʔͰΦʔετϥϦΞͰͷੜ׆Λମ͠ݧ
ʹ࣮ɺւ֎ͰͷҟจԽަྲྀ׆Ͱͷੜݱձһ͕ɺڠͨ
͍࣮ͭͯମݧΛجʹ͓͑͠·͢ɻ͓ࢀ͝ʹܰؾՃͩ͘͞
͍ɻ
݄̒̑�࣌ʢՐɿৼସٳʣ࣌̎ޙޕʙ࣌̐ޙޕ
ձ�λϊΧϛεςʔγϣϯʢೆभࢢ川辺ொฏࢁ ����ʣ
༰ τʔΫηογϣϯʮΦʔετϥϦΞ͔͍͖ͨߦʔʂʯ

ͱίʔώʔɾΫϩϫοαϯͷࢼҿࢼ৯ʣ
Ճඅ�େਓࢀ ���ԁɺߍߴੜҎԼɾڠձһແྉ
ਃ͠ࠐΈํ๏ɾ݄̍̑�ݶظʢʣ·Ͱʹ
　　　̧̦ίʔυ͔Β͓ਃ͠ࠐΈ͍ͩ͘͞ɻ
ʦʧ�ೆभڠྲྀަࡍࠃࢢձࣄہ
　　ʢ知 ը՝ا ☎ʣըا ������������

催  し募  集

「茶と○
まる
　知覧 DENKEN WEEK」開催

　知覧ՈෑఉԂ܈ʹશࠃͷ
৬ਓɺ࡞ՈɺΞʔςΟετ͕ू߹ɻ
࣌ ݄̑��ʢۚʣʙ��ʢʣ
ॴ 知覧ՈෑఉԂ܈
ೖྉ ແྉ
ʦʧͱ˓࣮ߦҕһձ
☎ �������������

南・北九州市子ども交流事業参加者募集
ɹؒظ � ݄ ��ʢՐʣʙ ��ʢʣ
ަྲྀ ೆभࢢ΄͔ʢ॓ധཱݝೆḈগࣗવͷՈʣ
Ԡื֨ࢿ ຊॅࡏࢢͷখֶ̐ੜʙதֶ̎ߍੜ
　　　　�ʢࠓճࢀՃͷ߹ɺདྷभࢢ͠ݣ·͢ʣ
ืूਓһ��� ਓʢఆһΛ͑ͨ߹நબʣ
Ճඅ�̍ສԁఔࢀ
ਃ͠ࠐΈ݄̑�ݶظ ��ʢۚʣ
ϗʔϜϖʔδΛࢢɺ͍ͯͭʹࡉৄ　
　֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

ʦʧ川 �ࣾձڭҭ՝�ࣾձڭҭ

ミュージアム知覧企画展
「高校生による環境文化の『聞き書き』」
　֤Ҭʹ͓͍ͯʹΘͨͬͯங͖͋͛ΒΕͯ
͖ͨɺࣗવੜ͖ͱͷؔΘΓํʹ͍ͭͯͷ知ܙ
ٕज़ͱ͍ͬͨʮڥจԽʯΛه͠ɺੈޙʹ
ঝ͍ͯͨ͘͠ΊɺҬʹ͘Β͢ऀྸߴͳͲʢ
͠खʣʹɺҬप辺ͷएऀʢฉ͖खʣ͕ࣗવͱڞ
ੜ͢ΔΒ͠ํʹ͍ͭͯΛฉ͘ʮฉ͖ॻ͖ʯɻ
　ྩ̎ۀࣄݝʹ͓͍ͯʮḈೆւཱࣗݝ؛વ
ެԂʯप辺ҬͰ࣮͞ࢪΕ
ͨ ��ͷฉ͖ॻ͖࡞Λ
հ͠·͢ɻ
　ೆभࢢͷ෩ࢻͰ͋Δ
ʮ͠ׯפେࠜʯʮਫं͔
Β͘Γʯɺ౷ۀ࢈Ͱ͋Δ
ʮ川辺ஃʯͳͲͪͨࢲͷ
ۙʹ͋ΔڥจԽΛߍߴ
ੜͷࢹΛ௨ͯ͋͠ΒͨΊ
ձͰػΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δݟͯ
͢ɻͥͻ͓ӽ͍ͩ͘͠͞ɻ
ɹؒ�݄̒ظ ��ʢՐʣ·Ͱ
�ຖिਫ༵ؗٳ
ɹॴ�ϛϡʔδΞϜ知覧
։ؗޕ�ؒ࣌લ͔࣌̕Β࣌̑ޙޕ
ཡྉ؍ େਓ ���ԁ　খɾதֶੜ ���ԁ
　　　ʢฏձؗͱͷڞ௨݊͋Γ·͢ʣ

ʦʧ�知 จԽࡒ՝�จԽࡒ

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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ら
「
18
歳
未
満
の
遺
族
」
に
つ
い
て
も

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
５
月
１
日
（
木
）
～
５
月
30

日
（
金
）（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

県
に
お
い
て
選
考
を
行
い
ま
す
）

［
申
・
問
］
川
福
祉
健
康
課
社
会
福
祉
係

知
頴
支
所
福
祉
係

令
和
７
年
度

ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催
（
前
期
）

【
健
康
ヨ
ガ
教
室
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
】

普
段
使
わ
な
い
筋
肉
を
伸
ば
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
呼
吸
法
で
心
身
共
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
。
体
力
ア
ッ
プ
、
骨
盤
矯
正
、
冷
え

性
予
防
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
つ
な
が
る
ヨ

ガ
・
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
５
～
８
月
午
後
８
時
～
９
時

受
講
料
５
０
０
円
（
全
７
回
）

申
し
込
み
方
法

①
電
子
申
請
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
の
み
）

②
窓
口
（
保
健
体
育
課
ま
た
は
頴
娃
・
知

覧
文
化
会
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、受
講
料
を
添
え
て
提
出
）

申
し
込
み
締
切
５
月
２
日
（
金
）

そ
の
他
複
数
の
教
室
に
申
し
込
む
こ
と

も
可
能
で
す
。

［
問
］
川
保
健
体
育
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

お知らせ募  集

南
九
州
市
戦
没
者
追
悼
式

日
時
5
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
～

会
場
知
覧
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

そ
の
他
ど
な
た
で
も
参
列
い
た
だ
け
ま

す
。平
服
で
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
が
、

華
美
な
も
の
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

［
問
］
川
福
祉
健
康
課
社
会
福
祉
係

　
　

知
頴
支
所
福
祉
係

全
国
戦
没
者
追
悼
式

参
列
遺
族
募
集

期
日
８
月
15
日
（
金
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り
ま
す
。

場
所
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

対
象
者

①
戦
没
者
の
遺
族

②
一
般
戦
災
死
没
者
（
空
襲
に
よ
り
亡
く

な
っ
た
方
な
ど
）
の
遺
族

※
県
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
遺
族

※
過
去
に
参
列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
優

先
※
「
次
世
代
へ
の
継
承
」
と
い
う
観
点
か

人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
制
度

～
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
の
方
へ
～

国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
の
加
入
者
の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
た
め
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
受
診

さ
れ
た
方
に
対
し
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。

対
象
者

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
方

（
国
民
健
康
保
険
）

①
受
診
日
現
在
で
継
続
し
て
１
年
以
上
加

入
し
て
い
る
方

②
受
診
日
現
在
で
30
歳
以
上
の
方

③
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④
市
が
指
定
す
る
検
査
項
目
を
満
た
し
、

そ
の
結
果
を
市
に
情
報
提
供
で
き
る
方

（
後
期
高
齢
者
医
療
）

①
受
診
日
現
在
加
入
し
て
い
る
方

②
受
診
年
度
に
南
九
州
市
国
民
健
康
保
険

の
人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
を
受
け
て
い

な
い
方

③
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④
市
が
指
定
す
る
検
査
項
目
を
満
た
し
、

そ
の
結
果
を
市
に
情
報
提
供
で
き
る
方

補
助
金
額

（
国
民
健
康
保
険
）

・
人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
ド
ッ
ク

２
万
５
０
０
０
円
以
内

・
脳
ド
ッ
ク

１
万
５
０
０
０
円
以
内

（
後
期
高
齢
者
医
療
）

・
人
間
ド
ッ
ク
・
が
ん
ド
ッ
ク

８
０
０
０
円
以
内

・
脳
ド
ッ
ク

５
０
０
０
円
以
内

申
請
方
法
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書

類
、
認
印
、
受
診
者
名
義
の
預
金
通

帳
を
持
参
の
上
、
受
診
予
定
日
の
２

週
間
程
度
前
ま
で
に
は
各
庁
舎
担
当

係
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
が
費
用
を
負
担
す
る
特
定
健
診
、

長
寿
健
診
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
方

は
、
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
診
日
以
降
の
申
請
は
受
け
付
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
年
度
内
の
申
請

は
ド
ッ
ク
１
種
類
か
つ
１
回
限
り
で

す
。

※
受
け
付
け
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

［
問
］
川
市
民
生
活
課
保
険
係

　
　

知
頴
支
所
市
民
生
活
係

教
室
名

曜
日

場
所

知
覧
健
康
ヨ
ガ

教
室

金
曜
日
知
覧
武
道
館

（
7
回
）

頴
娃
ピ
ラ
テ
ィ

ス
教
室

火
曜
日
頴
娃
文
化
会
館
研

修
室
（
7
回
）

川
辺
ピ
ラ
テ
ィ

ス
教
室

火
曜
日
諏
訪
体
育
館

（
7
回
）

催  し
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骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

の
開
始

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
骨
髄
ま
た
は

末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
推
進
を
図
る
た

め
、
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
を
開

始
し
ま
す
。
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て

骨
髄
な
ど
の
提
供
を
完
了
さ
れ
た
方
お
よ

び
そ
の
方
が
勤
務
す
る
事
業
所
に
対
し
、

助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

助
成
の
内
容

⑴
ド
ナ
ー
に
係
る
助
成

ア

対
象
者

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施

す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
い
て
骨
髄

な
ど
の
提
供
を
完
了
し
、
骨
髄
な
ど
の

採
取
日
（
提
供
時
）
に
お
い
て
、
本
市

に
住
所
を
有
す
る
方

イ

助
成
の
額

通
院
な
ど
に
要
し
た
日

１
日
つ
き
２
万
円
と
し
、
１
回
の
骨
髄

な
ど
の
提
供
に
対
し
７
日
間
を
上
限
と

し
ま
す
。

⑵
事
業
所
に
係
る
助
成

ア

対
象
事
業
所

ド
ナ
ー
を
雇
用
す
る

事
業
所

イ

助
成
の
額

雇
用
す
る
ド
ナ
ー
が
骨

髄
な
ど
の
提
供
に
要
し
た
休
暇
を
取
得

し
た
日
１
日
つ
き
１
万
円
と
し
、
１
回

の
骨
髄
な
ど
の
提
供
に
対
し
７
日
間
を

上
限
と
し
ま
す
。

申
請
方
法
助
成
金
の
交
付
に
は
、
骨
髄

な
ど
の
提
供
が
完
了
し
た
日
か
ら
90
日

以
内
に
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
書
な
ど
の
必
要
な
書
類
に
つ
い
て

は
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

［
問
］
知
知
覧
保
健
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
健

康
課
健
康
推
進
係
）

☎
０
９
９
３

−

58

−

７
２
２
１

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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お知らせ

5
月
5
日
か
ら
５
月
11
日
は

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
児
童
福
祉

週
間
」
で
す

こ
ど
も
や
家
庭
、
こ
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も

の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
こ
ど
も
ま
ん
な

か

児
童
福
祉
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

次
世
代
を
担
う
こ
ど
も
が
、
家
庭
や
地

域
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

児
童
福
祉
週
間
」
標
語

「
い
つ
だ
っ
て

　
　
　

ま
ん
ま
る
ま
ん
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ど
も
た
ち
」

［
問
］
川
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど
も
家
庭
係

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す

支
給
対
象
者
令
和
７
年
４
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
い
て
、
恩
給
法
に
よ
る
公

務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
の
給
付

を
受
け
る
権
利
者
が
い
な
い
遺
族
の
う

ち
、
代
表
者
お
一
人
。

※
「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
な
ど
の
死
亡

当
時
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺
族
（
子

は
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
胎
児
を

含
む
。）で
、三
親
等
内
親
族
に
限
ら
れ
、

法
律
に
よ
り
支
給
順
位
や
要
件
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

支
給
内
容
額
面
27
万
５
０
０
０
円
（
５

年
償
還
の
記
名
国
債
）

請
求
期
間
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
10
年
３
月
31
日
ま
で
（
３
年
間
）

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
二
回
特

別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
）

［
申
・
問
］
川
福
祉
健
康
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　

知
頴
支
所
福
祉
係

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福

祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

在
宅
療
養
中
で
、
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
障
害
者
（
児
）
に
対
し
て
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

本
人
お
よ
び
配
偶
者
な
ど
の
前
年
所
得

に
対
す
る
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
内
容

特
別
障
害
者
手
当
（
20
歳
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

月
額
２
万
９
５
９
０
円

障
害
児
福
祉
手
当
（
20
歳
未
満
）

　
　
　
　
　
　
　

月
額
１
万
６
１
０
０
円

支
給
月
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月

特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
心
身
に
中
程
度
以
上
の
障

害
の
あ
る
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
ま

た
は
養
育
者
に
対
し
て
県
か
ら
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容

重
度
障
害
児
（
１
級
）

　
　

１
人
に
つ
き
月
額
５
万
６
８
０
０
円

中
度
障
害
児
（
２
級
）

　
　

１
人
に
つ
き
月
額
３
万
７
８
３
０
円

支
給
月
４
月
、
８
月
、
11
月

※
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
状
況
に
よ
っ

て
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
担
当
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

［
問
］
川
福
祉
健
康
課
障
害
福
祉
係

　
　

知
頴
支
所
福
祉
係

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
方
へ

令
和
７
年
４
月
1
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
で
精
神
障
害
者
割
引
制
度
が
導
入
さ
れ

ま
す
。

・
割
引
を
受
け
る
た
め
に
は
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
に
第
１
種
精
神
障
害

者
ま
た
は
第
２
種
精
神
障
害
者
の
い
ず

れ
か
の
表
記
が
必
要
で
す
。

・
割
引
制
度
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
南
九

州
市
役
所
障
害
福
祉
担
当
窓
口
で
、
お

手
持
ち
の
手
帳
に
表
記
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
手
帳
に
顔
写
真
が
貼
付
さ
れ
て
い
な
い

場
合
や
手
帳
の
有
効
期
限
が
切
れ
て
い

る
場
合
は
、
表
記
が
あ
っ
て
も
、
割
引

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
南
九
州
市

役
所
障
害
福
祉
担
当
窓
口
で
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

参
考
第
１
種
精
神
障
害
者
：
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

１
級

第
２
種
精
神
障
害
者
：
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳

２
級
、
３
級

※
割
引
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

Ｊ
Ｒ
窓
口
へ
直
接
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

眠
っ
て
い
る
農
機
具
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

～
南
九
州
市
農
業
資
産
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
に
つ
い
て
～

農
機
具
や
農
業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
の
処
分

を
検
討
し
て
い
る
方
か
ら
、
そ
れ
を
必
要

と
し
て
い
る
農
業
者
へ
有
償
無
償
を
問
わ

ず
、
継
承
で
き
る
事
業
で
す
。
譲
り
た
い

農
機
具
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
気
軽

に
担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
事
業
で
継
承
で
き
る
も
の

既
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
ま
た
は

使
用
さ
れ
な
く
な
る
見
込
み
の
畜
舎
、

農
業
用
ハ
ウ
ス
、
農
業
用
機
械
、
農
業

用
設
備
な
ど
（
立
地
し
て
い
る
土
地
を

含
む
）

・
継
承
の
対
象
に
な
る
方

市
内
で
農
業
を
営
む
こ
と
を
目
的
に
、

農
機
具
な
ど
の
利
活
用
を
希
望
す
る
方

・
事
業
の
詳
細
や
注
意
事
項
、
登
録
・
利

用
申
し
込
み
に
必
要
な
書

類
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

［
問
］
頴
農
業
振
興
課
生
産
流
通
指
導
係

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
防
止
の
た

め
の
電
気
柵
設
置
経
費
助
成

市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
策
と
し
て
、

電
気
柵
の
資
材
費
に
対
す
る
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
販
売
目
的
で
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
こ
と
。

・
電
気
柵
は
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
購

入
す
る
も
の
と
し
、
購
入
後
の
申
請
は

不
可
。

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
対
象
経
費
電
気
柵
の
資
材
費

補
助
率
経
費
の
３
分
の
１
以
内
（
補
助

限
度
額
３
万
円
以
内
）

※
同
一
年
度
中
の
申
請
は
１
回
限
り
で

す
。

［
問
］
頴
農
業
振
興
課
生
産
流
通
指
導
係

　
　

知
川
支
所
農
林
係
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お知らせ

令
和
７
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
料
の
所
得
基
準
の一部

が
見
直
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
（
１
月
～
12
月
）
に
支
給

さ
れ
た
老
齢
基
礎
年
金
の
満
額
は
80
万

円
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
老
齢
基
礎
年
金

の
満
額
受
給
者
に
係
る
第
１
号
保
険
料

の
保
険
料
率
の
算
定
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
令
和
７
年
４
月
か

ら
、
介
護
保
険
料
の
第
１
段
階
と
第
２
段

階
、
第
４
段
階
と
第
５
段
階
を
分
け
る
所

得
基
準
の
一
部
に
つ
い
て
、
80
万
円
か
ら

80
万
９
０
０
０
円
に
基
準
所
得
金
額
が
見

直
さ
れ
ま
す
。

［
問
］
川
長
寿
介
護
課
介
護
保
険
係

市
指
定
文
化
財
へ
の

補
助
金
交
付
に
つ
い
て

本
市
の
指
定
文
化
財
所
有
者
ま
た
は
管

理
者
に
対
し
、
文
化
財
保
護
に
要
す
る
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
事
業
①
有
形
文
化
財
、
有
形
民
俗

文
化
財
の
保
護

②
無
形
文
化
財
、
無
形
民
俗
文
化
財
の

保
護

③
記
念
物
の
保
護
（
遺
跡
、
名
勝
地
な

ど
）

の
い
ず
れ
か
を
行
う
も
の
で
、
用
具

な
ど
の
整
備
や
補
修
な
ど
に
関
す
る
経

費
が
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
率
は
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
1

で
、
42
万
７
５
０
０
円
が
上
限
で
す
。
詳

し
く
は
文
化
財
課
文
化
財
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知
文
化
財
課
文
化
財
係

農
業
公
社
に
よ
る
茶
中
刈
作
業

と
早
期
水
稲
共
同
防
除
の
受
付

お
茶
の
産
地
で
あ
る
南
九
州
市
全
域
で

茶
中
刈
り
作
業
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
。次

年
度
に
元
気
な
新
芽
を
育
て
る
環
境

を
作
る
大
切
な
作
業
で
す
！
細
い
枝
を
低

く
刈
り
落
と
す
こ
と
で
力
強
い
新
芽
が
出

て
き
ま
す
。
茶
樹
の
若
返
り
や
樹
勢
回
復

に
よ
る
生
産
性
、

品
質
の
向
上
に
向

け
て
計
画
的
に
中

刈
り
を
す
す
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
無
人
ヘ

リ
に
よ
る
早
期
水

稲
共
同
防
除
の
受

付
も
３
月
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

作
業
料
金

〈
茶
中
刈
り
作
業
〉

10
ア
ー
ル
あ
た
り

１
万
１
２
２
０
円
（
税
込
み
）

〈
早
期
水
稲
共
同
防
除
〉

10
ア
ー
ル
あ
た
り

２
３
３
０
円
（
税
込
み
）
＋
農
薬
代

受
付
・
提
出
先
川
辺
庁
舎
ま
た
は
頴
娃

庁
舎
の
農
業
公
社

早
期
水
稲
共
同
防
除
の
締
め
切
り
は
４

月
30
日
（
水
）
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
公
社
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
公
益
社
団
法
人
南
九
州
市
農
業
公

社
（
南
九
州
市
役
所
川
辺
庁
舎
内
・
頴

娃
庁
舎
内
）

☎
0
9
9
3

−

56

−

1
1
1
1

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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վਖ਼લ վਖ਼ޙ
ʲׂ̑ܰݮʳੈଳͷܰجݮ
४ॴಘֹۚͷ߹͕ࢉ �� ສ
ԁʴ ��ສԁʷʢʢ˞̍ʣʔ
�ʣʴඃอऀݥʢಛఆಉ
ҰੈଳॴଐऀؚΉʣʷ 29．
５万円以下

ʲׂ̑ܰݮʳੈଳͷܰجݮ
४ॴಘֹۚͷ߹͕ࢉ �� ສ
ԁʴ ��ສԁʷʢʢ˞̍ʣʔ
�ʣʴඃอऀݥʢಛఆಉ
ҰੈଳॴଐऀؚΉʣʷ 30．
５万円以下

ʲׂ̎ܰݮʳੈଳͷܰجݮ
४ॴಘֹۚͷ߹͕ࢉ �� ສ
ԁʴ �� ສԁʷʢ˞̍ʣʔ
�ʣʴඃอऀݥʢಛఆಉ
ҰੈଳॴଐऀؚΉʣʷ 54．
５万円以下

ʲׂ̎ܰݮʳੈଳͷܰجݮ
४ॴಘֹۚͷ߹͕̏̐ࢉສ
ԁʴ ��ສԁ ʢ̫˞̍ʣʔ �ʣ
ʴඃอऀݥʢಛఆಉҰੈ
ଳॴଐऀؚΉʣʷ 56 万円
以下

お知らせ

令
和
７
年
４
月
か
ら

個
人
住
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
の
納
付
方
法
を
拡
大
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

に
加
え
て
、
新
た
に
個
人
住
民
税
（
普
通

徴
収
）、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
き
ま
し

て
も
、
納
付
書
に
印
字
さ
れ
る
「
eL-

QR

（
エ
ル
キ
ュ
ー
ア
ー
ル
）（
地
方
税
統
一

QR
コ
ー
ド
）」
を
利
用
し
た
ス
マ
ホ
決
済

ア
プ
リ
な
ど
で
納
税
で
き
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
地
方
税
統
一
QR
コ
ー
ド

対
応
金
融
機
関
で
も
納
付
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
「
地

方
税
お
支
払
い
サ
イ
ト
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
］
頴
税
務
課
市
民
税
係

知
川
支
所
税
務
係

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

課
税
免
除

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
や
、
障
が
い
の

あ
る
方
の
た
め
に
利
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど

は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
障
が
い
者
1

人
に
つ
き
1
台
に
限
ら
れ
、
自
動
車
税
（
種

別
割
）
と
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
両

方
で
免
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
18
歳
未

満
の
方
、
療
育
手
帳
（
A1
ま
た
は
A2
）

お
よ
び
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
生
計
を

一
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
5
月
26
日
（
月
）

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
令
和
７
年
度
の
課

税
免
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
込
に
必
要
な
も
の
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
運
転
者
の
運
転
免
許
証
、
車
検
証

※
前
年
度
以
前
に
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
課
税
免
除
を
受
け
申
請
内
容
に
変
更
の

な
い
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
障
が
い
の
等
級
や
内
容
に
よ
り
、
免
除
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

担
当
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
障
が
い
の
再
認
定
に
よ
り
身
体
障
害
者

手
帳
な
ど
の
等
級
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

課
税
免
除
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

［
問
］
頴
税
務
課
市
民
税
係

知
川
支
所
税
務
係

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
・
消
費
税
及
び
地
方
消
費

税
の
振
替
期
日

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
並

び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金

口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る
「
振
替
納

税
」
が
大
変
便
利
で
す
。

令
和
６
年
分
の
確
定
申
告
の
振
替
納
付

日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。「
振
替
納
税
」

を
ご
利
用
の
方
は
、
振
替
日
の
前
日
ま
で

に
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

４
月
23
日
（
水
）

・
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事
業

者
）
４
月
30
日
（
水
）

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w

w
.nta.go.jp/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
国
税
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

−

00

−

５
９
０
１

　
　

※
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

令和７年度国民健康保険税の変更点
①�５割軽減と２割軽減の対象となる世帯の軽減規準所得金
額の引き上げ

※１�給与収入が 55万円超と公的年金等の支給が 65歳未満
は 60万円超／ 65歳以上は 125万円超の人

վਖ਼લ վਖ਼ޙ
ҩྍ ��ສԁ �� ສԁ
ԉࢧ ��ສԁ �� ສԁ

②�基礎賦課（課税）額の課税限度額の引き上げ（医療分、
支援分）

ʦʧ�頴 �੫՝ࢢ�ຽ੫

銃砲刀剣類登録（確認）審査会
ҭҕһձͰɺྩ̓ॐ๒ڭݝౡࣇࣛ　
ྨొʢ֬ೝʣ৹ࠪΛ࣮͠ࢪ·͢ɻొূͷͳ͍
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ͷखଓ͖͕ඞཁͰ͢ɻߋ
৹ࠪ ୈ̍ճ ݄̑ 13 ʢՐʣ

ୈ̎ճ ݄̓ ̔ʢՐʣ
ୈ̏ճ ݄̕ ̕ʢՐʣ
ୈ̐ճ 11 ݄ 11 ʢՐʣ
ୈ̑ճ ݄̍ 13 ʢՐʣ
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ʢࣛࣇౡיࢢ৽ொ̍� ̔ʣ
ʦʧࣛࣇౡڭݝҭ庁จԽࡒ՝
☎ ������������

੫ிࠃ ࡧݕ
ˠ

�� ใ 　ྩ � �݄߸



諏
訪
運
動
公
園
の
遊
具
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

遊
具
を
新
し
く
更
新
し
ま
し
た
。

複
合
遊
具
や
タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
、
ブ
ラ

ン
コ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
遊
具
で
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
東
屋
も
新
し
く
設
置
し
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

供
用
開
始
４
月
25
日
（
金
）
予
定
（
芝

生
養
生
の
た
め
）

［
問
］
知
都
市
政
策
課
公
園
管
理
係

お知らせ

第 27回知覧ねぷた祭が開催されます
ೆभࢢͷՆͷ෩ࢻʮ知覧Ͷͨࡇʯ͕։͞࠵Ε·͢ɻେখ
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����ʣͰ͢ɻࢢॴ
ͰऔΓѻ͓ͬͯΓ
·ͤΜɻ

令
和
７
年
度
商
工
関
係
事
業
の

ご
案
内

①
就
労
環
境
整
備
に
よ
る
若
者
等
雇
用
促

進
事
業
補
助
金
（
就
労
環
境
改
善
）

②
地
域
資
源
活
用
事
業
補
助
金
（
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
に
関
す
る
設
備
投
資
や

商
品
開
発
）

③
企
業
の
稼
ぐ
力
支
援
事
業
補
助
金
（
商

談
会
出
展
）

④
創
業
・
事
業
承
継
等
事
業
補
助
金
（
開

業
や
引
継
ぎ
）

⑤
商
店
街
課
題
解
決
等
事
業
補
助
金
（
商

店
街
活
性
化
）

⑥
移
動
ス
ー
パ
ー
事
業
支
援
補
助
金
（
日

用
生
活
物
資
の
移
動
販
売
）

［
問
］
知
商
工
観
光
課
商
工
水
産
係

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
購

入
期
限

5
０
０
円
で
5
０
０
０
円
分
の
商
品
券

を
購
入
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
購
入
期
限
は
、
４
月
30
日
（
水
）
ま
で

で
す
。
購
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

お
早
め
に
最
寄
り
の
商
工
会
本
支
所
に
て

ご
購
入
く
だ
さ
い
。

取
扱
店
舗
は
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知
商
工
観
光
課
商
工
水
産
係
ま
た

は
商
工
会
川
辺
本
所

☎
0
9
9
3

−

56

−

０
２
４
７

陸上競技場

既設遊具広場

遊具広場

芝生広場
管理事務所

体育館

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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ຖͷΒ͠ͷதͰɺॴͷࣄߦαʔϏεͳͲʹରͯ͠ɺٙɾۤҙݟͳͲ͋Γ·ͤΜ͔ɻ
૯େਉҕͷຊߦࢢ૬ஊҕһ͕օ͞·ͷ૬ஊʹԠ͡·͢ɻ૬ஊແྉͰɺൿີ͘ݻकΒΕ·͢ɻ
૬ஊҕһߦ
൧෬　ٛߦ　☎ ������������
ా　ݾߊ　☎ ������������
ಕࡔ　༸ত　☎ ������������

お知らせ

市民参加の手続きについて ೆभࢢΈΜͳͷ·ͪͮ͘ΓࢀՃྫʹ͖ͮجɺྩ̓ͷ
༧ఆΛ͓知Βͤ͠·͢ɻࢪ࣮

ͳͲࡦՃͷରͱͳΔࢀຽࢢ Ճͷํ๏ࢀຽࢢ ༧ఆࢪ࣮ ୲՝
̍ ೆभࢢ૯߹ܭը৹ٞձ ৹ٞձ ະఆظ࣌ࢪ࣮ 知 ը՝ا�

̎ ೆभڞ　ࢢੜɾڠಇʹΑΔҬͮ͘ΓجຊํʢԾʣͷࡦఆ ύϒϦοΫίϝϯτ ະఆظ࣌ࢪ࣮ 知 �·ͪͮ͘Γਪਐ՝

̏ ೆभࢢ৽ܕΠϯϑϧΤϯβରߦࡦಈܭըʢҊʣ ύϒϦοΫίϝϯτ ࠒ݄�� 知 �߁݈ࢱ՝

̐ ೆभࢢܭࢢըϚελʔϓϥϯͷࡦఆ ৹ٞձ ະఆظ࣌ࢪ࣮ 知 �ࢢࡦ՝

̑ ୈ̐ظೆभڭࢢҭৼجڵຊܭըͷࡦఆ ύϒϦοΫίϝϯτ ࠒ݄�� 川 ҭ૯՝ڭ

Ճखଓͷ۩ମతͳ༰ʹ͍ͭͯɺ֤୲՝͓͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻࢀຽࢢ֤˞

相  談

　ಛઃਓݖ૬ஊॴɺՈఉʢ݁ࠗɺ්ɺࢠɺ૬ଓʣ
ྡۙॴͷΊ͝ͱͳͲɺʑͷΒ͠ͷதͰ͜ى
Δ͞·͟·ͳਓݖʹؔ͢Δʹ͍ͭͯɺਓݖ༴ޢ
ҕһ͕૬ஊΛ͓ड͚͠·͢ɻ
　༧ෆཁͰɺ૬ஊແྉɻൿີ͘ݻकΒΕ·͢ɻ

݄̑�࣌ ��ʢۚʣޕલ ࣌̏ޙޕʙ࣌��
ॴ�頴娃อ݈ηϯλʔ

ʦʧ�ࣛࣇౡํ๏ہ�知覧ہࢧ��☎ ����-��-����

特設人権相談所
の開設について

0993−83−2511 ड࣌ ɿؒ
ฏ�ɿ��ʙ��ɿ��

　ੑผʹؔΘΒͣɺͲͳͨͰ૬ஊͰ͖·͢ɻ
ʢൿີ͘ݻकΒΕ·͢ʣ
ʮՈఉͷ͜ͱͰΜͰ͍Δʯ
ʮ%7ͷ͜ͱͰʯ
ʮਓؒؔ͏͕·͍͔͘ͳ͍ʯ
ʮࢠҭͯʹർΕͯ͠·ͬͨʯ
ʮδΣϯμʔɺੑผͷ͜ͱͰΜͰ͍Δʯ
　ಗ໊Ͱͷ͝૬ஊ͓ड͚͠·͢ɻ·ͣ͝૬ஊ͘
͍ͩ͞ɻ

ʦʧ知 �·ͪͮ͘Γਪਐ՝ڞ�ੜڠಇਪਐ

男女共同参画
電話相談

行政への相談ごと、ありませんか？

知覧ਓࢱηϯλʔɺࢢຽަྲྀηϯλʔͻ·ΘΓؗɺ্ผ
۠ެຽؗͰߦ૬ஊΛ͍ͯͬߦ·͢ɻৄ͍࣌͠ɺใࢴͷ
͘Β͠ͷΧϨϯμʔࢢϗʔϜϖʔδͳͲͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ

Ｅ
Ｖ
ス
タ
ン
ド（
電
気
自
動
車
用
急

速
充
電
器
）を
設
置
し
ま
し
た
！

電
気
自
動
車
の
普
及
に
向
け
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
と
し
て
、
重
点
対
策
加
速
化
事
業

（
再
エ
ネ
交
付
金
）
を
活
用
し
、
Ｅ
Ｖ
ス

タ
ン
ド
を
設
置
し
ま
し
た
。

利
用
料
金
10
分
ま
で
２
０
０
円
、
1
分

毎
に
20
円
加
算
（
税
抜
き
）

利
用
時
間
24
時
間
利
用
可
能
（
上
限
30

分
/
回
）

※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
な
ど
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

設
置
場
所
知
覧
庁
舎
西
側
駐
車
場
１
基

知
覧
文
化
会
館
南
側
駐
車
場
1
基

［
問
］
川
市
民
生
活
課
環
境
保
全
係

ʦʧ�知 �૯՝ߦ�
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地
蔵
菩
薩
は
人
々
の
苦
し
み
を
救
う

と
さ
れ
る
仏
様
で
、
民
話
の
「
笠
地
蔵
」

に
登
場
す
る
な
ど
、
身
近
な
仏
様
の
一

つ
で
す
。
お
寺
の
境
内
や
道
ば
た
で
見

ら
れ
「
お
地
蔵
さ
ん
」
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
県
を
は
じ
め
と
す
る
九
州
で

は
、
古
戦
場
跡
や
寺
跡
に
六
面
体
の
塔

身
そ
れ
ぞ
れ
の
面
に
地
蔵
菩
薩
が
彫
刻

さ
れ
た
「
六
地
蔵
塔
」
と
呼
ば
れ
る
形

式
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
人
は
生
前

の
行
い
に
よ
り
、
死
後
に
六り
く

道ど
う

（
天
道
・

人
道
・
阿
修
羅
道
・
鬼
畜
道
・
餓
鬼
道
・

地
獄
道
）
の
い
ず
れ
か
に
生
ま
れ
変
わ

る
と
さ
れ
、
ど
の
道
で
も
地
蔵
菩
薩
が

救
っ
て
く
れ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

た
も
の
で
す
。

南
九
州
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
地
蔵
菩
薩
は
頴
娃
に
２
件
、
知

覧
に
１
件
、
川
辺
に
５
件
の
計
８
件
で
、

こ
の
他
に
未
指
定
の
も
の
も
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

頴
娃
の
「
耳
原
六
地
蔵
塔
」
は
、
戦

国
時
代
に
造
立
さ
れ
た
六
地
蔵
塔
で
、

黄
色
味
を
お
び
た
山
川
石
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
六
角
形
の
塔
身
の
各
面
に
地

蔵
菩
薩
が
線
刻
さ
れ
、
台
部
分
の
銘
文

に
は
「
頴
娃
」
や
僧
侶
の
名
前
が
残
っ

て
お
り
、
歴
史
資
料
と
し
て
も
貴
重
な

も
の
で
す
。

知
覧
の
浮
辺
地
区
公
民
館
の
敷
地
内

に
あ
る
「
浮
辺
の
愛あ
た

宕ご

勝し
ょ
う

軍ぐ
ん

地
蔵
石

像
」
は
、
石
造
物
の
勝
軍
地
蔵
と
し

て
は
市
内
で
唯
一
の
も
の
で
す
。
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

を
身
に
着
け
た
姿
で
、
蓮れ
ん

華げ

座ざ

に
の
っ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
寛
保
２
年

（
１
７
４
２
年
）
２
月
に
建
立
さ
れ
、
近

年
ま
で
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

川
辺
の
両
添
の
山や
ま
ぞ
え添
に
あ
る
「
両
添

山
添
の
六
地
蔵
塔
」
は
、
６
つ
の
独
立

し
た
石
塔
に
一
体
ず
つ
地
蔵
菩
薩
が
浮

き
彫
り
さ
れ
、
墓
地
の
壁
際
に
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
異
な
っ
た
石
材
が
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
初
め
の
廃

仏
毀
釈
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
石
材
を

組
み
合
わ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
え
れ
ま

す
。
全
国
的
に
は
こ
の
よ
う
に
一
体
ず

つ
独
立
し
た
形
式
が
一
般
的
で
す
が
、

鹿
児
島
県
内
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

珍
し
い
も
の
で
す
。

［
問
］
知
文
化
財
課
文
化
財
係

第
13
回

南
九
州
市
の
お
地
蔵
さ
ま

耳原六地蔵塔

浮辺の愛宕勝軍地蔵石像両添山添の六地蔵塔

ใ�� 　ྩ � �݄߸



図書館だより

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

　ྩ̓ͷࠃຽۚอݥྉɺ月額１７, ５１０円Ͱ͢ɻຖ݄ͷೲݶظɺʮཌ݄ͷʯͰ͢ɻอ
߹ɺ֤छ͕ۚड͚ΒΕͳ͍ࡍଶ͕ൃੜͨ͠ࣄͱ͍ͬͨෆྀͷࢮྉͷೲΊΕ͕͋ΔͱɺສҰোݥ
͕͋Γ·͢ͷͰɺඞͣೲݶظ·ͰʹೲΊ͍ͯͩ͘͞ɻͳ͓ɺॴಘ͕গͳ͍ͱ͖ࣦۀʹΑΓอݥྉͷೲ
͕ࠔͳ߹ɺอݥྉ͕໔আɾ༛༧͞ΕΔ੍͕͋Γ·͢ɻεϚʔτϑΥϯͱϚΠφϯόʔΧʔυͰϚ
ΠφϙʔλϧΛར༻ͯ͠खଓ͖͞ΕΔ͔ࢢॴͷࠃຽۚ୲૭ޱ͝૬ஊ͍ͩ͘͞ɻ
　ೲํ๏ɺೲॻΛ͍ɺ֤૭ޱʢۚ༥ؔػɺ༣ศہɺίϯϏχ૭ޱɺ"5.ʣͰೲΊΔํ๏Ҏ֎Ͱ
ͷ̐छྨ͔ΒબͿ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ࣍

˞ۚ૬ஊશ༧੍ͷͨΊɺࣄલʹࣛࣇౡೆۚࣄ
ॴʢ☎ ������������ʣ༧͍ͯͩ͘͠͞ɻͦ
ͷࡍɺૅجۚ൪߸ΛਘͶΒΕ·͢ͷͰɺ年金手帳や
年金証書、基礎年金番号通知書などの番号がわかる書
類Λ͓खݩʹ͝४උ͍ͩ͘͞ɻ
　˞ৄ͘͠ຊۚߏػϗʔϜϖʔδΛ
　　͝覧͍ͩ͘͞ɻ

〇５月15日（木）枕崎市市民会館
〇５月29日（木）ちらん夢郷館専門技術研修室
　※相談時間：午前10時～午後３時
〇５月22日（木）指宿市役所第１会議室
　※相談時間：午前９時30分～午後３時

移動年金相談所

知覧図書館 ☎0993-83-4939　　頴娃図書館 ☎0993-27-3311　　　川辺図書室 ☎0993-58-3215

　ৄ͍͠ใೋݩ࣍ίʔυΛಡΈऔͬͯ
֬͝ೝ͍͔ͨͩ͘ɺ֤ؗɾࣨʹ͓͍߹Θ
͍ͤͩ͘͞ɻ

ʦʧ�川 頴　ຽࢢ�՝׆ຽੜࢢ 知 ׆ຽੜࢢ�ॴࢧ�

５ 月 の 休 館 日
知覧図書館ɹ݄༵ɹ̓ʢਫʣɹ��ʢਫʣ
頴娃図書館ɹՐ༵ɹ̔ʢʣɹ��ʢʣ
川辺図書室ɹՐ༵ɹ̔ʢʣɹ��ʢʣ

݄̑ � 	  
 ʙ̒ʢՐʣͷΰʔϧσϯ
ΟʔΫɺͯ͢։͓ؗͯ͠Γ·͢ɻ

＼わたしのおすすめ本紹介／

まぬけなおおかみがポリーをつかまえようとするお話
です。でもポリーはかしこいので、どんなピンチもあわ
てず、切り抜けることができます。おおかみが動物園に
つかまる話の中で、おおかみがポリーの思ってもいな
かった方法で逃げ出したのがおもしろかったです。ぜひ、
読んでみてください。� 鮫島 優希乃さん

『かしこいポリーとまぬけなおおかみ』

お知らせ

作 / キャサリン・ストー　　訳 / 佐藤凉子
絵 / 若菜珪　　出版社 / 金の星社

知覧図書館
ɾ৽͍͠$%ɾ%7%͕ೖΓ·ͨ͠ʂ
ɾࢠͲͷͷΠϕϯτ։͠࠵·͢ʂ
　ͥͻ͝ར༻͍ͩ͘͞ɻ

頴娃図書館
ɾ։ؗؒ࣌มߋͷ͓知Βͤ
　̐���ʢՐʣେַϚϥιϯͷͨΊɺ͔࣌��Β
ͷ։ؗʹͳΓ·͢ɻྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ

①口座振替
ৼସͰೲΊΔͱख͕ؒͳ͘ɺೲΊΕΛ͙͜ͱ࠲ޱ　
͕Ͱ͖·͢ɻ
③電子（キャッシュレス決済）
　ೲॻͱεϚʔτϑΥϯ͕͋ΕɺܾࡁΞϓϦΛ༻
ͷରࡁͰεϜʔζʹೲͰ͖·͢ɻܾࡁܾࢠిͨ͠
ΞϓϦɺ"&0/�1BZɾBV�1":ɾ̳͍ὼɾ1BZ ̗ɾ
1BZ1BZɾ-*/&�1BZɾָఱϖΠͰ͢ɻ

②クレジットカード納付（継続納付）
　ΫϨδοτΧʔυʹΑΓɺఆظతʹೲͰ͖
·͢ɻ
④電子納付（ペイジー）
　ΠϯλʔωοτόϯΩϯάɺϞόΠϧόϯΩ
ϯάͳͲɺ͍ͭͰͲ͜ͰܰؾʹೲͰ͖·
͢ɻ͝ར༻ʹɺར༻͢Δۚ༥ؔػͱܖΛ݁
Ϳඞཁ͕͋Γ·͢ɻ

�� ใ 　ྩ � �݄߸



うぶごえ おくやみ
݄̏डʢܟশུʣ

頴娃地域
出生児 保護者 自治会

西牟田　スミレ 健作 麓

　佃　　幸
こう

之
の

丞
すけ

淳矢 青戸上

知覧地域
出生児 保護者 自治会

　東　　喜
き

依
より

昭平 知覧管内

川辺地域
出生児 保護者 自治会

山　下　は る 雄一 古市

内　村　木
き

虹
こ

太紀 高田中福良

　永　一
かず

馬
ま

剛 上の前

福　元　　旭
あさひ

泰地 向江町

管　　外
出生児 保護者 自治会

松　山　桜
お

采
と

侑生 川崎市多摩区

݄̏डʢܟশུʣ

頴娃地域
故　人 年齢 自治会

　東　　誠　一 89 長崎
岩　﨑　広　信 84 長崎
新　山　ハルヱ 99 栫山
栫　山　愛　子 86 栫山
瀬戸口　政　子 91 麓
中　村　信　博 78 中村
海江田　ひとみ 63 牧渕
森　廹　ヒ　ミ 95 谷場
田之𦚰　辰　男 81 雪丸
粟ケ窪　親　雄 99 雪丸
内　田　ノブ子 94 木之元

　林　純　義 71 石垣
佐　藤　隆　文 75 次下
别　府　洋　子 82 岡村
川　平　ヒ　ノ 96 大川
岡　元　ト　ミ 97 大川
種子尾　清　德 98 只角
松　元　ノリ子 95 折尾

下　野　キ　ヤ 93 折尾
尾　曲　政　美 84 尾曲
飯　伏　孝　治 57 飯伏

知覧地域
故　人 年齢 自治会

宮　原　美佐子 96 後岳北
宮　原　エ　ツ 95 後岳北
宮　原　スミエ 95 後岳南
峯　 　盛　隆 88 中郡北
前　田　久　男 86 打出口
林　川　ユ　ミ 88 林川
前　田　イツ子 92 中福良
加治佐　ス　ギ 101 加治佐
塗　木　節　子 93 塗木
鶴　留　孝　一 68 瀬世下
菊　永　正　子 82 菊永
眞　茅　ヒ　ミ 102 大隣
上木原　チ　ヨ 98 上木原
村　方　良　子 88 西塩屋
有　村　テミ子 91 知覧管内

川辺地域
故　人 年齢 自治会

瀨戸口　フミ子 101 天神坊
　西　　フヂ子 86 平山上
桑　原　輝　美 69 平山中
　東　　エミ子 88 中通
川　畑　イツ子 88 田畑
西牟田　親　哉 92 田の頭
庭月野　ス　ミ 92 庭月野
　柳　　純　一 60 柳
原　口　一　美 93 上の後
刈　川　久美子 93 宮中福良
田　中　みゆき 66 小野
安　樂　清　輝 87 田代
小　村　サ　エ 88 野間里
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݄ ࠩ͠ԡ͑͞
݅ࢪ࣮

　　　　　　　　　༁ ࡧ༬ஷۚ ༩څ อݥ ෆಈ࢈ ͦͷଞ
ྩ݄̒̐ʙ
ྩ݄̓̎ ��� ��� �� �� ̌ �� ̎

ʹೲΊ͍ͯΔେଟͷօ͞ΜͱͷެฏੑΛ֬อ͢ݶظͰɺೲࢢ　
ΔͨΊɺೲॲΛڧԽ͠ɺೲͷղফʹऔΓΜͰ͍·͢ɻ
˕�ೲ੫ʹؔ͢Δ૬ஊɹࣦۀɾපؾͳͲʹΑΓҰʹೲ੫͢Δ͜ͱ͕ࠔ
ͳํऩೖ͕ͳ͍ํɺਵ࣌ɺೲ੫૬ஊΛड͚͚͍ͯ·͢ɻ

市税の案内

ʦʧ�頴 �੫՝�ऩೲରࡦ

ストップ！ 滞納 ➡ ０［ゼロ］
ྩ̒ೲॲঢ়گɾɾɾࠩ ͠ԡ͑͞Λ࣮݅ͨ͠ࢪʢ݅ʣ

　༵ɾॕʹ͝ՈఉͰٸۓʹਫಓͷमસΛґཔ͍ͨ͠
߹ɺ൪ళΛ֬ೝͯ͠͝࿈བྷ͍ͩ͘͞ɻ

市営住宅の入居者募集

日曜・祝日水道修繕当番店（５月）

　ड͚͚Λɺ݄̐ ��ʢ݄ʣ
ʙ̑ ݄̎ ʢۚʣʹ͍ߦ·͢ɻ
˞ৄ͘͠ɺࢢϗʔϜϖʔδΛ
͝覧ʹͳΔ͔ɺ୲͓
͍߹Θ͍ͤͩ͘͞ɻ

ʦʧ�知 �ࢢࡦ՝ࢢ�Ӧॅ

˗ྩ̓ ͷ੫ۚͷೲظ
ຽ੫ɹɹ̒ݝࢢ˕ ݄ɺ݄̔ɺ��݄ɺ��̡݄ ɿ̐ ʳظ
੫ɹ̑࢈ࢿఆݻ˕ ݄ɺ݄̓ɺ݄̕ɺ��̡݄ ɿ̐ ʳظ
˕ܰࣗಈं੫ɹ̑ ̡݄ ɿ̍ ʳظ
ྸߴظޙྉʢී௨ऩʣɺݥอޢ੫ʢී௨ऩʣɺհݥอ߁ຽ݈ࠃ�˕
ऀҩྍอݥྉʢී௨ऩʣ݄̑ʙ̎ ̡݄ ɿظ��ʳ

ʦʧ�頴 �੫՝ࢢ�ຽ੫

川ลҬ 知ཡҬ 頴ѧҬ
᷂ձ ࿇ࢠਫಓઃඋ 川࡚ਫಓ

ʢձࣾʣ�������
ʢࣗʣ������� ������� �������
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20 3 9798
POST CARD

ϑϦΨφ
໊ࢯ͝˕

ྸʗ　　　　　　　　ࡀ
هͷ߹ͷ໊͓લͷදࡌܝࢴใ

ຊ໊ɾಗ໊ɾΠχγϟϧ

ϖϯωʔϜʢ　　　　　　　　ʣ

Β͍·͢ɻͯͤ͞ࡌهೖ͕ͳ͍߹ɺ໊࣮Ͱه˞
˕͝ॅॴ　˟　　　ʵ

ిʢ　　　　　ʣ　　　　ʵ

南九州市役所
企画課 行

ೆभࢢͷใɺϗʔϜϖʔδ͔ΒͰ
͝覧ʹͳΕ·͢ɻ
ϗʔϜϖʔδ
IUUQT���XXX�DJUZ�NJOBNJLZVTIV�MH�KQ�
·ͨϞόΠϧαΠτ

εϚʔτϑΥϯλϒϨοτ͔Βɺ
ೆभࢢͷใΛ͝覧͍͚ͨͩ·͢ɻ

知覧武家屋敷では、江戸時代から大切に引き継が
れた伝統美をより分かりやすく伝えようと、最新の
AR技術を駆使し、お侍のガイド（知覧どん）が解説
したり、通りや庭園の奥深さをアニメーションで表
現したりするサービスを開始しました。
　見るだけでは伝わりにくい武家の暮らしを、AR技
術を用いて分かりやすく知ることができます。ぜひ
お試しください。

【利用方法】
　料金所で端末を借りて利用または、手持ちのスマー
トフォンにアプリをダウンロードして利用。

【場所】
　知覧武家屋敷庭園群
　（南九州市知覧町郡 13731番地 1近く）

【あそびかた】
　通りや庭園など、MAPに表示されるARスポット
を探し、QRコードを読み込むと、ガイドやアニメー
ションが表示されます！

【利用料】
　無料
※�料金所で入園料を支払っていただく必要があります。

・ARとは？
AR とは、「Augmented Reality（拡張現実）」の略で、現実世

界のデジタル情報を重ねて表示する技術を言います。スマートフォ
ンやタブレットを通じて、カメラで映した現実の風景に、文字や
画像、アニメーションなどが表示されます。

今回は、知覧武家屋敷で開始された AR 体験を調査しました。
AR 体験で、武家の暮らしを楽しく学んでみませんか。

File.154

知覧武家屋敷AR体験を調査‼
武家の暮らしを学べる！

Έͳ͞·͔Βͷ
͓ͨΑΓΛ
ɻ͍ͩͤ͘͞د͓

�� ใ 　ྩ � �݄߸



ӈͷ23ίʔυΛಡΈऔ
ΓɺใࢴΛಡΜͩײɺ
ۙͳͳͲʰ͓ͨΑ
ΓʱΛ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

南九州市
ホームページからも
『おたより』受け付けます

ʪྩ �݄̑ ��ফҹ༗ޮʫ
બൃૹΛ͍͖ͬͯ͑ͤͯͨͩ͞·͢ɻ
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ॅɹɹॴɹೆभࢢ川ลொؒ̎ʵ̏
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*OTUBHSBNɹTLNBSJLP

ͦΑ෩ՌथԂ

�　͓൴؛ʹ͕Α͗ṷΛͯͬ͘࡞Ε·
ͨ͠ɻΑ͗ṷʹͬͺΓ͋ΊΜͲΖɻ
खͨͨʹͯ͠ɺઌ͘ͳͬͨޱ
͔ΓͷͱҰॹʹ৯͍ͯͨ༮͖ࠒ
Λ͍ࢥग़͠·͢ɻۙ࠷ͷ͋ΊΜͲΖළʹ
ೖ͍ͬͯͯΦγϟϨͰ͢Ͷʂ　　　
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ຽՈΧϑΣ͕ग़དྷͯɺຓͱݹʹͪͪ͋͜　
ΧϑΣΊ͙Γʹ͖ߦɺָ͠ΜͰຖΛա͝
͍ͯ͠·͢ɻ
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ͨ͠ɻࣗવͱਓతʹ࡞ΒΕ͕ͨڮૉΒ
ɻ͢·͍ࢥΔͱ͍ͯͬ࡞Λ؍ܠ͍͠

ʢϖϯωʔϜ　Ӭԕͷ͢ΈΕͪΌΜʣ

　ೆभࢢʹॅΜͰ ��ʹͳΓ·͢ɻ
知Γ߹͍͍ͳ͍Ͱͷੜ׆ͱ·Ͳ
͏͜ͱ͕ଟ͔ͬͨͰ͕͢ɺۙॴͷํʑͷ͓
͔͛ͰԺ͔ʹੜ׆Ͱ͖͍ͯ·͢ɻ
　ʮใೆभʯҰ൪ͷҬͷใݯͰɺ
ָ͘͠ಡ·ͤͯΒ͍ͬͯ·͢ɻ

ʢϖϯωʔϜ　ͱ͋͞Μʣ

　͓ͨΑΓΛ͓͍͍ͨͩͨͤدօ͞Μɺ͋Γ͕
ͱ͏͍͟͝·ͨ͠ɻؾʹͳΔ͜ͱհͯ͠΄
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͍ͩ͘͞ɻ͓͍ͪͯ͠·͢ɻ

˞จষఴ͍ͩͨͯͤ͘͞߹͕͋Γ·͢ɻ
ྃ͝ঝ͍ͩ͘͞ɻ

ฤ ू ޙ ه

　Ԃ͕͍ͯͬ࡞Δɺೆभ࢈ࢢϚʔϚϨʔ
υɺΩΠɾ͍ͪ͝ɾεΠʔτϙςτδϟϜ
ͱԂ͕Ϟνʔϑʹͳ͍ͬͯΔֆຊͷηοτ
Ͱ͢ɻ
　ͥͻɺָ͓͠Έ͍ͩ͘͞ɻ

ͦΑ෩ՌथԂ͞ΜΑΓ
『手づくりジャム・絵本セット』

おたよりΛͩͬͨ͘͞ํͷத͔Βɺ４ਓͷํʹϓϨθϯτʂ
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祝迫　タタミふすま店重
頴娃町牧之内 3987-1　

　　畳替時、ダニの卵まで
殺菌乾燥処理できる店

タタミ・フスマ
障子・網戸張替

☎0993-36-2381

南九州市唯一

国家検定一級技能士が施工

【広告に関するお問い合わせ】知 企画課 広報統計係
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ࢠखாަʢ川ลʣ
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川辺อ݈ηϯλʔ

ʮເͷڮ͚ݒʯߨԋձɺ
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����ʙ �����
NBSVLBXBϗʔϧ
ʢ川辺จԽձؗʣ

೦ه๏ݑ
ୈ��ճ 知ཡಛج߈
ઓऀҚྶࡇ
�����ʙ �����
知覧ಛ߈ฏ؍Իಊલ

� � � � � � ��
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川辺อ݈ηϯλʔ

�� �� �� �� �� �� ��
ϚΠφϯόʔΧʔυ
ަɾਃड
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知覧อ݈ηϯλʔ
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知覧อ݈ηϯλʔ
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ࢠखாަʢ川ลʣ
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川辺อ݈ηϯλʔ
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ࢠखாަʢ知ཡʣ
�ɿ��ʙ��ɿ��
知覧อ݈ηϯλʔ

子育て広場（参加自由）ؒ࣌ɿ��ɿ��ʙ��ɿ��
˙ ϓονϥϯυ　����ɺ��ɺ��ʢ知覧۠ެຽؗʣ ˙ Ҭࢠҭͯަྲྀؗ　����ɺ��ɺ��
˙ ԉηϯλʔͭΈ͖ʣࢧҭͯࢠͭΈ͖　���ɺ�ɺ��ɺ��ɺ��ʢཁ༧ʣʢҬҭͯࢠ
　����ʢ知覧อ݈ηϯλʔʣɺ����ʢར༻ऀࢧԉηϯλʔͭΈ͖ʣ

ઢʹͦͬͯ͞ΈͰΓऔΓɺྫྷଂݿίϧΫϘʔυ
ͳͲʹషۭͬͯཝʹॻ͖ࠐΉͳͲ׆༻ͯ͠Έ·͠ΐ͏ɻ5月　くらしのカレンダー

˞എ͕ܠԫ৭˙ͷපӃॴࡏ͕ࢢʹ͋Δҩ
Ͱ͢ɻؔػྍ
˞ ປཱ࡚ࢢපӃʢ������������ʣখࣇྍ
ʢ��ɿ��ʙ��ɿ��ʣ
　ປ࡚ࢢҩࢣձαΠτͰ֬͝ೝ͍ͩ͘͞ɻ
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5月　日曜・祝日の当番医 ὸہ֎ࢢ൪ʢ����ʣ

３
日
（
土・祝
）

菊野病院 ［整形外科］56-1135
ࢦ খ٢ңՊΫϦχοΫ ʦՊʧ�������
ೆ ΫϦχοΫٶ ʦࣇʧ�������
ೆ ಙٱܗ֎Պ ʦܗ֎Պʧ�������
ປ ՊҩӃכ ʦՊʧ�������
ປ ඌ⁋පӃ ʦ֎Պʧ�������

４
日
（
日
）

南薩ケアほすぴたる ［内科］56-1155
ࢦ ҩྍηϯλʔ॓ࢦ ʦɾ֎Պʧ�������
ೆ ༑দՊΫϦχοΫ ʦՊʧ�������
ೆ দԬҩӃ ʦࣖɾՊʧ�������
ປ�　ປཱ࡚ࢢපӃ ʦՊʧ�������
ປ�　ٱాܗ֎ՊපӃ ʦܗ֎Պʧ�������

5
日
（
月・祝
）

松岡救急クリニック ［内・外科］78-3789
ࢦ ݩҩӃ ʦՊʧ�������
ೆ ೆͭ͞·தԝපӃ ʦՊʧ�������
ೆ ͳ͔·ਆܦ֎Պ ʦਆܦਆʧ�������
ປ খݪපӃ ʦɾ֎Պʧ�������

６
日（
火・祝
）

きわきクリニック ［内・神］58-7300
ࢦ Պ͓͓͛॓͠ࢦ ʦՊʧ�������
ೆ ՃੈాපӃ ʦɾ֎ɾʧ�������
ೆ ӋໂΫϦχοΫ ʦՊʧ�������
ೆ ՃੈాγςΟʔঊ؟Պ ʦ؟Պʧ�������
ປ αβϯɾϦʔδϣϯපӃʦɾ֎Պʧ�������
ປ ປ࡚͜ͲΫϦχοΫ ʦখࣇՊʧ�������

11
日（
日
）

鰺坂耳鼻咽喉科 ［耳鼻科］56-6222
まつやまクリニック ［内・外・胃］83-3927
笹川医院 ［内・児・外・リハ］27-4122
ࢦ ాྍॴ ʦɾ֎Պʧ�������
ೆ ༗അපӃ ʦ֎ɾՊʧ�������
ೆ খࢁΫϦχοΫ ʦՊʧ�������
ປ ༗ࢁՊ ʦՊʧ�������
ປ ඌ⁋පӃ ʦ֎Պʧ�������

18
日（
日
）

かわなべ共立内科 ［内科］56-1100
こだま病院 ［精神内科］56-4111
ࢦ ͍Ϳ͖͢Պ ʦՊʧ�������
ೆ ḈೆපӃཱݝ ʦՊʧ�������

18
日（
日
）

ೆ ;͍͘ΘࣖඓҺՊΫϦχοΫʦࣖඓҺՊʧ�������
ປ αβϯɾϦʔδϣϯපӃʦɾ֎Պʧ�������
ປ ΤϧϑΣΞभපӃʦਫ਼ਆɾ৺ྍՊʧ�������

25
日（
日
）

上原整形外科クリニック［整形・リハ］58-3077
ࢦ Պ֎ܦਆ॓ࢦ ʦ֎Պʧ�������
ࢦ ͜ͲͷখࣇՊΫϦχοΫ ʦՊʧ�������
ೆ ਔݪՊΫϦχοΫ ʦՊʧ�������
ೆ Պ҆ాΫϦχοΫ؟ ʦ؟Պʧ�������
ປ ՊҩӃݟࠃ ʦՊʧ�������
ປ খݪපӃ ʦ֎Պʧ�������
ປ ԂాපӃ ʦ؟Պʧ�������
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イベント情報を市ホームページ
やSNSで紹介します。

ৄ͘͠ࢢϗʔϜϖʔ
δΛ͝覧͍ͩ͘͞ɻ

南九州市LINE公式アカウント
ともだち登録募集中！
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